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《記念講演》

子どものいのちを支援する

東海大学文学部心理社会学科

教授近藤卓

私もまだ、3回しか見ていないのですが、

「千と千尋の神隠し」という映画が昨年大評

判になりました。一つの映画を3度くらい見

たのではまだまだで、映画好きの人たちに言

わせると10回も20回も見なければいけないそ

うですが、その映画の中で、主人公の少女が

このおにぎりを食べるのですね。涙を一杯に

溢れさせながら食べるシーンがあって、うち

の娘に聞いても一番心に残ったのは、このお

にぎりをかぶりついて主人公の目から流れる

涙のシーンが忘れられない、印象に残る場面

だと言っておりました。私もそんな気がする

んですね。これが正に、生きているというこ

とを実感するその瞬間を象徴的に表している

わけです。極めてシンプルに出来た塩のおに

ぎりです。

今日、そんなことをお話ししたのはなぜか

と言いますと、その映画の主人公が10歳な

のですね。作者の宮崎さんがカタログに書か

れているメッセージを見てみますと、こんな

ことが書いてあります。 10歳の少女という

のは、まだまだ幼いところから抜け切れてい

なくて、自信がなくて、か弱い存在の少女で

す。それでも何かが出来るということを、少

女たち自身に伝えたくて、この映画を作った

ということなのです。そこにも今日は着眼し

てみたいと思っているのです。 10歳という

ところに、お話ししたいことのキーが一つあ

ります。

ご紹介いただきました近藤でございます。

私の専門はカウンセリング、特に、思春期

・青年期一中学生や高校生くらいの若い人た

ちのカウンセリングを、もう20年と少しや

っております。私が始めたころは、スクール

カウンセリングとかカウンセラーという言葉

もまだあまり一般的ではなくて、受け入れら

れ方が良くなかったのですけれど、最近にな

って風が私の方に向かって吹いて来ているよ

うな思いで暮らしています。

今日お話ししたいと思っておりますのは、

タイトルにもありますように「いのち」をキ

ーワードにしまして、いのちの教育というこ

とについてであります。

今回「子どものいのちを支援する」という

テーマを頂きまして、サブタイトルとして、

私が－いのちを学ぶ・いのちを教える－とさ

せて頂きました。今日は「いのち」という言

葉をキーワードにお話しして皆様と一緒に考

えて行きたいと思っております。

<10，1 1，12歳という年齢の意味＞

最初に見ていただきたいのは、この“おに

ぎり”です。ご存じの方も多いと思いますが、

映画のDVDにおまけで付いてきた“おにぎ

りフィギュアー”です。フィギュアーとは形

ということですが、最近、人形とか模型と言

う意味で使われているようです。このおにぎ

りのフィギュアーの説明文に「生きる」とい

うこと、あるいは「いのち」そのものである

ということ力藩いてあるコピーを見つけまし

て、今日のテーマから考えて、先ず見て頂き

たい物体だと思って持ってきたのです。

［図1］は、一番左が10歳の少女(千尋）

です。そして私の好きなものを並べてみたの

ですが、真ん中のものが、 （もうすぐ第4巻
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が発売になる予定ですが）イギリスの作家ロ

ーリングの“ハリーポッター”という作品の

シリーズから、4年前に発売された第1巻

響ハリーポッターと賢者の石”ですが､"ハリ

ーポッター”のハリーが11歳なんです。

その右が、ノ1凱“スタンド・パイ・ミー”

から取った写真（スティーブン・キングの代

表作の一つの映画化したもの）ですが、これ

は12歳の少年達なんです。ついでに、下の

方に“トトロ”の場面をカタログから借りて

のせましたが、このサツキちゃんと言う少女

が12歳なんです。

ては病気ということにも広げて行けば、ここ

の3つ、或いはトトロまで入れれば4つの物

語りは、全て“いのち”に関わる問題がテー

マ、ものすごく重要なテーマになっていると

いうことなんです。

最も端的なのは錘スタンド。パイ。ミー”

という小説ですけれど、まだお読みになって

いらっしゃらない方は、ぜひ原作をお読み頂

きたいと思います。或いは時間のない方は、

ビデオで映画をご覧になってもいいかと思い

ます。

ここに4人の少年がいますが、彼らが一泊

二日の旅行をするんですね。シュラフを持っ

てキャンプ旅行をする。有り合わせの小銭と

食料を持って。その時、ピストルまで持ち出

して（何を守るためか、何のためにいのちを

懸けて）一泊二日の旅に出掛ける。何のため

に、これはいのちの旅行なんですが、具体的

に言えば、死体を見に行くんですね。少年の

死体……彼らと同じ12歳の少年の死体……

電車に礫かれた礫死体ですね。死体が見っか

＜生と死の光と影＞

これらはとてもポピュラーな、世間的にも

よく知られているものですが、大事なことは

今も申し上げましたように、 10歳､11歳、

12歳という年齢だということなんですね。

もう一つ大切なことというと、全てこれらの

物語が、いのち－‘生亨とかあるいは墜死”

と言っていいかも知れませんし、場合によっ

－2－



ったという噂話を聞いて、4人で力を合わせ

て命懸けで死体を見つけに行く、第一発見者

になるんだという誓いを立てて旅行に出掛け

るわけです。ただの仲良しが冒険旅行に出掛

けたという話ではないんですね。一番重要な

ことは死体を見に行くという、死体を見た途

端に彼ら4人の心の中に大変な変化が生まれ

るんです。象徴的に言えば、その瞬間に彼ら

は大人になっていくということなんです。自

分たちと同世代の子どもの死体を見た、その

瞬間に大人になっていくという、正に「いの

ち」－今日のテーマにぴったりの映画で、私

の話をするよりも、ここで“スタンド・パイ

・ミー”の映画を鑑賞して終わりという方が

良いのではないかと思うくらい、そのくらい

良くできたお話ですし映画だと思うんです。

大学生にも聞いてみますと、その小説や映画

は知っているんですが、何が描かれていたの

かと聞くと、意外に忘れていたり、気が付い

ていなかったりするのですが、実はそういう

内容なのですね。

“ハリーポッター”と言うのは、今は大変

なブームになっていますから、お読みになっ

た方もいらっしゃると思うのですが、その物

語の背景にあるのは“いのち”であったり、

“死”であったり幽霊であったり、つまり死

の影がただよっているものが辺り一面にある。

にある時に、揺れ動く心や成長を描いている。

そう思いますと、まさに“いのち”と向き合

うという意味で、これらのお話や映画が、今

の世の中でこれ程に注目を集める原因がある

のではないかと思っています。ただ単に、面

白おかしいとか愉快だとか楽しいとか可愛い

（それも重要な要素だとは思いますが）だけ

でなく、その底に流れているとても深い“い

のち”に、 10歳11歳12歳という年代の

子ども達が向き合ってぶつかって大人になっ

ていく、或いは成長していくと言う物語り、

それ力洪感を呼んでいるのではないかと思う

んですね。

＜「いのち」の意味＞

次に［図2］、ここでも“いのち”と書き

ましたが、敢えて平仮名で“いのち”と書い

てあることの意味を整理しておきたいと思い

ます。

「いのちの意味」、いのちといえば、まず

漢字の弩命”が出てくると思うのです。そし

て、イメージとして漢字の“命”から出てく

るのは、やはり身体的な「生と死」というこ

とに結び付く、あるいは結び付いた状態で使

われてきたという､歴史というか伝統がある

のではないかと思うんですね。当然、我々が

存在しているのは、身体的に存在しているだ

“千と千尋？も、主叢遜歌にありま

したけれど、生きること、死ぬこと、

それを考える。ついでに言えばトト

ロの話も、子どもがとても愛してい

るお母さんが何時死ぬかも知れない

という状況が横糸になっているお話

だと思うんです。 トトロのあのおか

しな、可愛げな柔らかい雰囲気がト

トロというお化けの存在がクローズ

アップされていますが底に流れてい

るのは、 12歳の少女が自分の愛す

る母親が死ぬか生きるかと言う状態

－3－



るかどうかの「振り返り調査」をして見まし

た｡ (曽我､近藤他： 「いのちに関する短大生

の意識」 『学校メンタルヘルス』VOL.4,2001

年11月）

「死について考えた」或いは「いのちに限り

がある」ということに、何かのきっかけで思

い至ったという経験がありましたか、と言う

質問に、かなりの率（80％以上）で大学生

「そういうことがあった」と答えたのですが、

その陶明が10歳から12歳にきれいに出て

いるんです。当然のように、それからちょっ

と遅かった人も、ちょっと早かった人もいる

んですが、圧倒的多数は10歳から12歳、

まさに汗尋」から「ハリーポッター」を経

て「ゴーディー」まで、この年代の子どもた

ちの時に「死」ということを考えたというん

ですね。似たような調査を何回かしているの

ですが、みんな同じような結果になっていま

す。

こんな話をしているうちに、皆さんも「自

分はどうだったか」と考えられる方も多いと

思います。私自身も、小学校5年生の時に、

そんな経験をした覚えがあるんです。私の場

合は非常に単純なことで、4学校5年の理科

の授業の時で、この会場のような階段風の教

室だったと思うんですが、明かりを落として、

けではなくて、よく出てきますWHOの健康

の定義にあります表現、あれでも十分ではな

いと思うんですが、もっともっと多面的な存

在として我々は在る。そうすると、漢字で書

く “命”だと、どうしても身体的という束縛

から逃れられない、逃れにくいのではないか

ということで、我々は鐸いのち”と使うよう

にしております。ただ平仮名だと柔らかい感

じがするとか、何となく今風だとかと言う意

味で、平仮名にしているのではありません。

先程のWHOの定義は、身体的、精神的、社

会的に良い状態というように言いますが、そ

れに数年来スピリチュアルと言うようなこと

も議論されていましたが、少なくともこの4

つの側面は、言葉としても頭に思い描かなけ

ればいけないものだと思うのです。そういう

人間の生と死一一身体的にも生きたり死んだ

りするけれども、精神的にも死んだり生きた

りする、或いは社会的に生きている、社会的

に死んでいる状態も当然考えられると思いま

すし、精神的心理的に良い状態だとしても、

スピリチュアル（ここではあまり深入りしま

せんが）－－人間の魂と言いますか、訳すと

霊的”と言ったり“魂的”と言ったり議論

がありますが、とにかく多面的な存在として

の人間の「生と死」を考えるならば、平仮名

[表1］で表現して見ようと考えたわけです。

死や眼&】.ある命について考え輝年齢
（f画幅大学生）＜いのちの体験＞

少し話を進めまして、データ的な

ものをお示ししたいと思います。

先程のお話の中で10歳、11歳、

12歳を取り上げましたが、それが

何故意味があるのか。実は大変な意

味があるのですね。

右の［表1］ですが、3年ほど前、

469名の短期大学生を対象に｢死」

あるいは、 「いのちに限りがある」

ということについて考えたことがあ
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先生が教卓のところで宇宙の話をされて

いて、 100ワットの電球が太陽で、腕

木の先に付いたピンポン球力弛球だ、そ

して自転と公転の話をされる。その話を

家に帰って、夜寝る時に布団の中で寝付

く前にふと思い出しました。すごい遠大

な話、それに比べて自分の存在は何て小

さいのだろうとか、宇宙はずっと続いて

行くのに僕はまだ十何歳、僕がいなくな

っても地球は、宇宙は動き続けるみたい

なことを考えているうちに、部屋の四隅

がす－つと遠のいていって、瞬間的に部

屋が大宇宙空間になって、布団に乗った

近藤卓少年が宇宙をさまよってい ［表2］

[図3］

「而壱蜀
自分自身の存在の意味を問う

、L
不安。恐れ。寂しさ

悲しさ。苦しさ

るような気持ちになりました。そ

の時、怖くて怖くてたまらなくな

って、これ以上考えたら怖いこと

になると思って考えることを止め

たということが、私の最初の考え

ることをストップした体験ですが、

それをここでは「いのちの体験」

［図3］と呼びたいと思っている

んです。自分自身の存在の意味を

問う、今の話はそこまで深くはな

いのですが、何か宇宙の大きな営

みに比べると、自分の存在は何だ

だろう、どんな憩朱があって生まだろう、どんな憩朱があって生ま

れてきたんだろう、自分が死んでしまった後

はどうなるんだろう、そんなことを考えて自

分自身の意味ってどんなものなんだろうと、

ちらっと考えてやめてしまったのですね。そ

の時に、怖かったり不安だったり寂しかった

り、えもいわれぬ寂しさや怖さの体験があっ

たことをお話しすると、多くの方が自分もそ

んなことがあったと頷かれるのではないかと

思います。

それが、先程の大学生の振り返り調査です

ね｡10歳から12歳。勿論､大変早熟な方も

居られて、 1歳から3歳までに感じたという

人もいますが、ちょっと眉ツバという気がし

ないでもありませんが、ひょっとしたらある

かも知れませんね。

＜共有＞の意味

その時のきっかけということを同じ調査で

聞いておりまして（表2参照）、身近な死、

知り合いの死、友人関係の悪化、マスメディ

アの話、親子関係の悪化、学校の問題、社会

状況の影響、自分のケガや病気、その他とい

うことで、やはり身近な死、特におじいちゃ

んやおばあちゃんの死（ちょうどそういうこ

－5－
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多くの世の中の子ども達が、果たしてそれを

どういう風にして乗り越えているんだろうと

云うことが、非常に気になっていまして、そ

れを調べたいというのが今の私の研究テーマ

になっているのです。

数年前に､｢子どもといのちの教育研究会」

というのを我々が始めたのですが、その発端

は何かと言いますと、一つはいじめがあった

り、いじめられて死んでしまうと言うような

ことがありましたね。あるいは暴力を振るう、

見ず知らずの人にも暴力をふるうなどという

ことが、青少年の問題としてクローズアップ

されてきて、なぜこんなに轡いのち”を軽く

考えるのだろう、と言うことがありました。

それは、ひょっとしたら社会が変わって「核

家族化」して、身近なところでおじいちゃん

やおばあちゃん、又は犬や猫でも良いのです

が、つまり身近なところで生と死に遭遇しな

い、体験できていないので、いのちの重さを

考えることが身についていないのではないか

と考えました。

そんなことで、早速調べて見ようというこ

とで、東京近辺の中学生を中心に（その頃、

中学生のいじめや自殺等ということが多く報

じられました）聞いて見ることにしました。

中学生たちが、きっと身近に「死」の体験を

していないに違いない、だからこんな結果に

とに巡り合う年齢なのかも知れませんね）が

きっかけで死を考えたというケースが多いよ

うですね。身近な人の死というのは分かりや

すいのですが、友人関係の悪化とかメディア

の影響ということも、無視できない数があり

ます。場合によっては親子関係が悪いとか、

学校の問題で、テストの成績が悪かったとか、

先生に叱られたとか、クラスでうまく行かな

いことがあったとか、学校にかかわる－教育

に関わることもきっかけになって、自分は何

なんだろうと考えると言うんですね。

その時の感情としては、多くは怖いとか悲

しいとか、寂しい、嫌だ、苦しい、不安、空

しい、その他、種々雑多な感情が浮かんでき

たということです。10歳から12歳くらいの少

年少女は「いのちに限りがある」とか「死が

存在する」ということを、現実的に感じたと

きに、とても怖い或いは悲しい、寂しい、そ

んな感情を持っているということは、押さえ

ておかなければいけないと思いました。ひょ

っとしたら、我々が忘れてしまっていること

かもしれないと思うんです。私は、このよう

なお話をするようになったからかも知れませ

んが、小学校5年のときの布団の上での部屋

が四隅に遠のいた体験を、しばしば頭に浮か

べて、物事は深く考えてはいけない、深く考

えることは止めようと思ってきたのですが、

なっているのだという仮説を立てた

のです。そこで、卒論のゼミの学生

と一緒にアンケート調査をしました。

東京、神奈川、千葉の約300人く

らいの中学生に調査をした結果が左

の［表3］です。

死別経験、身近な死別経験がある

かないか－ここではペット（家で飼

っていた犬や猫など動物）も入れま

した。すると、死別経験が約80％

あるんですね。先程の大学生の調査

と同じで(80％)、身近な死別経験

.[表3］

死別経験の有無

経験なし無R答
19

国経験あり

■経験なし

ロ無回答

あり
80%

－6－



がないわけではないのです。大多数

の中学生は死別体験をしているので

す。経験をしていない19％の中学

生がいました。この少年少女たちが

“いのち”についての思いが不十分

なのではないか、というのが我々の

最初の仮説でした。この80％の中

学生と19％の中学生では、 “死”

とか鍵いのち”についての思いが違

うのではないか、この80％の死別

驚豊W難震罵麗｜
も、19％の経験のない子ども達は

危ない子ども達であろうという仮説

です。で、調べて見たのです。

ところが、いわゆる統計的に見て、

有意な差がなかったのです。全く有

意の差がありませんで、こういう仮

説の下に、学生は卒論を纏めるはず

だったのに、院生、有意差があり

ません。どうしましょう。」とコン

ピュータ室から泣きながら出てきま

した。仮説が崩れたわけです。では

仮説が崩れたという結論にしょうじ

やないか、などと無責任なことを言

ったのですが､掌生は納得しません。

これを証明しようと思ったのに、出

来ないでは耐えられないことだった

のです。そこで、いろいろ調査結果

をこまかく見ていくことにしました。

そうしましたら、彼が何かを思っ

ていたのでしょう－「死別経験をし

たときに、そのことについて誰かと

話し合いましたか。はい。いいえ｡」

という、『話し合いをしたかどうか』

という質問をしていたのです。

その結果を見てみましたら[表4]、

晴舌した」が46％､｢話さない」が4晴舌した」が46％､｢話さない」が4

[表4］

死別経験の際､誰かと話し合ったか

無回答
5％

函話した

■話さない

口無回答

話した
46％

話さない
49％

[表5］ 話し合った相手

園父親

■母親

ロ兄弟姉妹

ロ祖父

■祖母

回親戚

■友人

1

52％

[表6］
死別体照時の鑑し合いと
死について考える頻度

蕊

話した 話さない

話し合いの有無

いのですが、とにかく死別経験をした時に、

そのことについて「話した-46％、話さない

9％と

大体半々でした。話した内容はよく分からな

－7－
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[表7］-49％」が分かり、何となく長年の

経験で、この数字が「いい感じ」だ

とひらめきました。誰と話したかと

言うことも聞いていたのです（これ

も学生が自分で考えて質問に入れて

いたのです）が［表5参照］、父親

が20％、母親が52％、兄弟姉妹

が12％、その他ということでした。

そこで、死別経験ありの80％の

子どもうち、そのことを儲した-

46％」と「話さない-49％」の2群

に分けて、いろいろ調べて見た訳で

す。

これは画期的なもので（ただ、学

生がややざっぱくな調査の仕方をし

ているので、あまり声を大にして言

えるものではないともいえるのです

が）、統計的に検討しますと有意差

がでるのです。話し合いをした群と

しない群で、 「死について考える頻

度」が高い－有意に高いのは「死別

経験について話し合いをした群」の

方でした［表6参照］。

勿論、死について考えるといって

も、死んでしまいたいとか、この世

死別体驍時の鱈し合いと
命に眼&lがあるという竃識

０
０
０
０
０
０

０
８
６
４
２

１
懲
艫
小
二
判
岬
掲
漿
つ
圏
哩
侶

－－93－－－－ -.--号三一

鍵
■意識したことがあ
る

■意識したことがな
い

3737

話した 話さない

話し合いの有無
一

[表8］

は嫌だと言うようなものも含まれているかも

知れないところが、これからの検討課題です

が。でもとにかく、死について頭に浮かぶ頻

度が「死別経験を話した群」の方が高いので

すね。これはグラフで見ていただいても分か

ると思います。

同じことを幾つかの項目でやって見ました。

「いのちに限りがあるという意識」が高い低

い、これはかなり明確だと思います［表7］・

儲をしたことがある群」の方が明かに高

い。同じように「いのちについて深く考えた

ことがある」と言うことも、傾向として見る

と「話し合ったことがある群」の方が高いと

いうことが出来ます［表8参照］。

ということで、ポイントとしては死別経験

をしているかいないかではなくて、死別経験

時に誰かとそのことを話したかどうかだった

と言うことです。これは、かなり画期的な発

見だと思っていまして、このことをもう少し

綴密なデータで、或いは数を集めて、更に、

どんな意識なのかとか、どんな話し合いだっ

たのか、或いは死別経験前後の状況等を細か

く聞いていく形で、明らかにしたいと思って

いるんですが、方向性としては確かな釧脈を

見つけたと考えています。そのうちに、どな

たかがその鉱脈を掘り進んで行かれるかもし

れないので、自分で掘らないでも宝物が出て

くるかも知れません。

－8－
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死別経験があるかないかということ、身近

な死を体験しているかどうかはとても大事だ

という風に、今でも思われている面もあると

思うのですが、そうではなくて、死別経験の

有る無しにはあまり関係なく、その時に、そ

の思い（悲しいとか恐ろしいとか、辛いとか

苦しいとか不安だとか）を、誰かと話し合い

を持ったかどうかが大切だと思うのです。そ

れを私は、 「共有」と言いたいと思うのです

が、共有したかしないかによってその後の子

ども達の鐘いのち”あるいは轡死？に対する

思いが二つに大きく分かれてくる訳です。そ

れをこのデータが示してくれているのだと思

います。

「スタンド・パイ・ミー」では、4人の少

年たちで共有したのだと思います。

最初の「スタンド・パイ・ミー」に戻りま

すと、ゴーディーという少年はお兄ちゃんが

いたのですが、その兄さんが最近事故で亡く

なったのです。両親がとても楽しみにしてい

たお兄さんが亡くなったということで、両親

力践された次男のことを振り返ってくれない

んですね。ところがその残された少年が12

歳で、一番危ないところにいる、そういう大

事な時に、身近な大好きだった兄が亡くなっ

た、そのことについて「お父さんお母さん、

こっちを振り向いてよ、僕のこの気持ちを受

け止めてよ」という思いでいるのに、お父さ

んもお母さんもそれぞれが自分の世界に入っ

てしまって、それぞれが打ちひしがれてしま

っている。独りぼっちにされたゴーディーと

いう少年。スティーブンキングという人は、

すごい作家だと思うんですが、そういう設定

をしておいて、礫死した少年の死体を見に行

く、仲間4人で見に行く。その4人の内の1

人クリス（将来、弁護士になるんです）が、

4人の中でも取り分け親友で、同じ年だけれ

どちょっと頼りになる、頭もよく力も強くて、

ケンカも強い少年、彼がゴーディーに寄り添

ってくれて旅に出掛けると言う設定なのです。

それが正に「共有」だったのです。ひょっと

すると家族の共有がなくても、こんなふうに

友達同士で思いを共有する体験が出来るかも

しれないという思いもします。

＜いのちの意識の発達＞

もう一つは、いのちの教育、いのちを学ぶ

ということを考える時に、子どもの発達段階

に応じた“いのち”の意識とか、死というも

のについての意識について、広く調べ直して

みようということで、一番古典として必ず紹

介されるものが、この方のデータ［図9］で

す。マリア・ナギーというハンガリーの心理

学者です。 1940年代の調査です。ブタペ

スト周辺に住んでいる3歳から10

歳の子ども数百人を対象にして、面

接調査をしていまして、未だに古典

として「子どもの死意識」を考える

ときに引用される文献だと思います。

翻訳は出ていないようです。要約で

はありますが、私が主要な部分を翻

訳して著書に引用しております。

（近藤卓： 『いのちを学ぶ・いのち

を教える』大修館書店、2002年）そ

の要点だけを鯉めると［図4］のよ

うになります。

'10歳の子どもに画法調茸）

’5歳)すべてのものに生命を認める

,7歳)すべて運動するものに生命を認0

,11歳)自己の力で運動するものに生箇
尭じl卜､動物鐸I十に牛命弄認める

叫
馴
馴
剛

ー

－9－



のちを学ぶ、いのちを教えるということを考

える必要があると思います。いきなりそうい

う意識力噛っていない、いわばレディネスが

十分でないところへ持ってきて「誰だって死

ぬんだ」ということをぶつけるとか、 「いの

ちとはこういうものだ」と言ってしまうのは、

子どもに無用な不安感や混乱を起こすことに

なるのではないかと思うのです。 “いのち”

“死”ということについての意識の発達段階

を、われわれは押さえた上で、だから小学校

の低学年では、こういうことをこんな風に提

示すれば良いのではないか、中学生にはこう

いう提示が相応しいのではないかということ

を、段階的にプログラムしていかなければい

けないのだろうと思うのです。

そんな思いで、学習指導要領などを紐解い

てみたり、例えば、道徳の指導書や教科の指

導書などを見ていきますと、そう的外れには

なっていないと思いました。その辺も、先程

紹介しました本に書いてありますので、参考

にしていただければ幸です。

3歳から10歳の子ども達が、4段階に分

かれると言うのです。子供の｢いのちの意識」

はこういうふうに発達していく。これは面接

調査で、小さい子は字力漕けませんので、図

や絵を描いてもらって、その絵についてナギ

ーたち力話を聞いて調べたデータです。 ・

第1段階が、 「すべてのものに生命を認め

る」、6歳から7歳の子どもは「すべて運動

するものに生命を認める」－時計などは動い

ていますから、カチカチ音がしますから命が

ある－運動していても転がるボールのようで

はなく、 「自分の力で運動するものに命を認

める」というのがその次の段階、最後に、完

成された状態と言いますか、 「動物だけに命

を認める」というよに、命の存在が子どもた

ちの中で段階を追って発達して行くというこ

とを言っております。

これに類した調査は、日本でも沢山の方が

やっておりますが、今日は詳しくはご紹介出

来ませんが、同じような結果が出ていると報

告されています。

ただ、5年生6年生になっても、机などに

も命が有るという子どももいるということが

報告されていますが、それは身近な所で親し

んでいる、自分がとても大切にしているもの

には命があると答える子どももいるようで、

すべての子がデータ通りになるという訳では

ありません。

いのちの意識には、発達段階がある。発達

段階という言葉が出てくると、エリクソンと

かピアジェとか、いろいろなもっと広い意味

での、いのちと言うことではなくて広い意味

での心理的発達、或いは心理社会的発達段階

ということを、いろいろな形で理論化してい

るものがありますので、そういうことも榔野

に入れて考えて行かなければいけないと思い

ます｡私としては、こういった“いのち”の

意識がどんな段階で発達していくのか、それ

を念頭に置きつつ、いのちの教育或いは、い

～

＜共有と愛＞

話を先程の話に戻しつつ進めたいと思いま

すが、私は「共有」ということが一つのキー

ワードになると思っております。これは自分

がカウンセラーという職業を20年という、

私の人生の中では長い時間を過ごしてきた中

から出てまいったものです。共有ということ

はとても重要だと思っておりまして、先程か

ら言っております、例えば轡スタンド・パイ

・ミー”であったり、死別体験の時に誰かと

話をしたかどうかということであったり、共

有ということがここで結び付いたという気が

しております。私の中では、自分のしてきた

カウンセリングという仕事（それは、共有を

する、或いは共有の場を提供する仕事だと思

っているんですけれど）、それと「いのちを

学ぶ」とか「いのちを教える」とか、いのち

-10-



られているという思いを強くしているんです。

そういう訳で、 鍾愛”ということは敢えて

使わずに、 「共有」と言ってみようと思った

のです。共有という言葉でその辺を統合して

－私がやってきた仕事が統合されかかってい

るなと思い、纏めて見たいと考えているわけ

です。

の体験ということの共有ということは、ここ

へ来てぴったり結び付いたと言う気持ちがし

ております。私は「共有」というのは非常に

重要な言葉だと思います。

私の好きなエーリッヒ・フロムが『愛する

ということ』という本を書いていますが、彼

の言葉で言えば暖する」という言葉になり

ます。共有を留愛”と言ってもいいと思うの

です。ただ、 “愛”も“いのち”も、ちょっ

と似たような状況にあるように思われます。

“いのち” （いのちと言う言葉そのものが、

タブーに触れるというのでしょうか、ちょっ

とうさん臭いとか、実際に私はこういうお話

をする度に体験していますので）という言葉

は、まだまだ受け入れられにくい言葉、或い

は概念又は領域なのだと思っておりまして、

「いのちを学ぶ」 「いのちを教える」という

と、あなたはどこまで死生観ができているの

かとか、宗教的背景は何なのかとか、いろい

ろ追求されたりすると、その度に辛い思いを

します。その時感じるのは、世の中ではまだ

まだ「死」について語ることはなかなか受け

入れられにくい状況があるのかということで

す。

そういう意味で、こういう学会に呼んで頂

いて、「いのちを学ぶ｣というタイトルで話を

させて頂けるという瞬間から、私は受け入れ

私は大学を出て最初についた仕事は、高校

の教師で、そこで10年くらい勤めました。

学級担任や部活で高校生と追いかけっこした、

高校の教員の仕事も忘れ難いことです。それ

から大学院に入り直して、心理学の勉強をし

て、カウンセラーの仕事をして20年。そし

て、ここ5年ほど“いのち”のことを考え始

めたのです。私のしてきたいくつかのことが、

何か近づいてきて、合わさって来ているとこ

ろに、 「共有」という言葉があるような気が

してなりません。その共有ということは、先

程から幾つかの証拠（状況証拠みたいなもの

ですが）が集まりつつあるなと思っておりま

して、 「共有」ということが、一つの重要な

キーワードになると考えています。

その「共有」というのは、何を共有してい

るのかと言いますと、こういうことではない

かと思うんですね［図5］。

『答えの出ない問い』に気づき、それにつ

1
[図5］

｢共有」と「棚上げ」

◆答えの出ぢい問いに気づき、
考え、感情を共苞する。

◆答えに到達していぢいぎ琴、
問いを棚上Eにする。
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リングの仕事かなと思っています。ここでも

う一歩踏み込んでソーシャルワーク、ケース

ワーク的なアプローチをして、答えがしっか

り出るようなところまで寄り添って行くとか、

援助するとかというところまで、なかなかや

れない、或いは、やらないでやってきたとい

うのが、この20年間の私のカウンセリング

のアプローチで、結局、答えが出ないのです。

など、いろいろなことを語るんですけれども、

そのことについて不安を語ったり、悲しさや

葛藤を語ったりして、それを共有した後で、

何となく楽になって、取り敢えずそれを棚上

げにして「まあ、いいや」と言うふうな感じ

の、一瞬深刻で生きるか死ぬかという、自分

の存在が消えてなくなるかも知れないという

ような深刻な、実存的な問いかけであり、人

間の根本に触れる不安であり葛藤であるんだ

けれども、でも答えが出ないんだから｢まあ、

いいや」ということで、棚上げにする、と言

うことを結局、私たちはやって来ているんで

はないかと思うんですね。どうでしょう。会

場にお集まりの先生方は私より人生経験も多

く、思考も深い方が多いと思いますが。

答えはないのではないかと思うんですね。

何のために生まれてきたのかとか、人間はな

んのために存在しているかとか、そんなこと

をきちっと全ての人に納得して貰えるように

回答を示せる人がいるんだろうかと私は思う

んです。もちろん一部の人に納得して貰うこ

とは出来る。50％の人に納得しては貰える、

しかし半分の人には納得して貰えない。場合

によっては99％の人には納得して貰えるけ

れど、 1％の人には出来ないと言うこともあ

るでしょう。全ての人が納得出来るかという

と、そうはいかなのではないかと私は思って

います。

だとすれば、人間としての根本的な問であ

る「自分は何のために生まれてきたか」瞼

とは何なのか」という問については結局は、

ある程度棚上げにするということを繰り返し

ながら生きているんではないかと思います。

ところが、大事なのは、子ども達はそうは思

わないのです。 10歳11歳12歳の子ども

達は、そうは思わないのです。これは答えが

出るはずだ、答えを掴まなきゃいけない。何

とかして答えを掴まなければと思ってしまう

のですね。その時に、共有体験をした子ども

＜棚上げの大切さ＞

自画自賛するようで面はゆいのですけれど、

それでも救われたとか、会えて良かったと言

ってくれるクライエントの人達が、これまで

何十人もいてくれたのは何なんだろうと思う

のです。やはり、不安とか葛藤とか苦しさと

か悲しさを一人で感じていたのを、私がカウ

ンセラーとして共有する、一緒に感じるとい

うところで、彼らが救われたとか（一瞬の救

いかも知れませんが）という思いを語ってく

れるのではないかと思うのです。それと「共

有」ということとがセットになっていると私

は思うのですが、結局、答えが出ないのです

ね。でもどういう訳か、考える、思う、感じ

る、苦しいとか悲しいとか言うことを、二人

で語り合ったら、何となく気持ちが少しその

瞬間楽になって、取り敢えずその問を棚上げ

にして生きていける。生まれてきたことに自

信がもてない（この事は、今の中学生などの

一つの重要な共通項ではないかと思っていま

すが）、自分に自信がもてない、自己肯定感

力特てないとか、自尊感情力特てない、自分

の存在が取るに足らないもののように思う、

場合によっては自分の存在の先が見えている

ということは、カウンセラーのところにたつ

ってくる子ども達に共通しているように感じ

ているのです。

そういった、自尊感情力特てない、自信が

持てない、それは具体的に「何のために生ま

れてきたのか｣｢生きている価値があるのか」
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達、例えば「スタンド・パイ・ミー」の少年

たちは、何でそういうことが出来たかという

と、棚上げに出来たからだと思うんですね。

4人の少年で思いを共有して“死とは何か”

堅いのちとは何か”、人間が死ぬということ

はどういうことなんだろうということを、目

の当たりにして、自分たちなりの回答を得て、

まあ、根本的な回答は棚上げにして、とにか

く生きて行こう、家へ帰ろうよ、ということ

で夕暮れの町へ散って行くんですね。それか

ら、新しい人生を進めて行く。

ところが多分、その後、就職だとか、結婚

だとか、恋愛、失恋、その度に「自分の存在

の意味はあるんだろうか？」 「いても居なく

てもいいのじゃないか？」などという思いが、

棚の上からガラッと落ちてくるんではないか

と思うんです。そして、それをまた、棚上げ

するんではないでしょうか。そして次の日、

元気になる。小さなことでも落ち込んでしま

うことがあります。その度に棚上げして、ま

た生活が始まるんではないでしょうか。

何故そういうことが出来るんでしょうか。

10歳11歳12歳の、最初のいのちの体験

の時に、共有体験をして棚上げをする術を、

私たちは何処かで身につけたのではないかと

思うのです。誰かに共有してもらって「自分

だけではない、皆そうなんだ」というように

身につけたんではないかと思うんです。だか

らこうやって、50，60，70歳と元気に

生きていられる。つまり、60歳70歳まで

生きていられるのは、棚上げを繰り返して又、

元気になっているんだと思うわけです。

ですから、それが身につけられないまま置

かれた少年や少女たちは、独りでその回答を

見つけだそうと、あがいて努力するんではな

いでしょうか。何とかして「自分には生まれ

てきた意味があるはずだ､価値があるはずだ」

「意味があるからここに存在しているに違い

ない」と一生懸命探すんじゃないでしょうか。

探すというよりは、自分の心の奥深くへ分け

入って行って、自分の中へ中へと入って行っ

て､｢自分とは何？」 「自分の価値とは何？」

「そもそもいのちとは何か」 「死とは何なん

だろう」ということを、独りで考えて追求し

て行く道に分け入ってしまう。私はそう思う

んです。

その悲劇が、いのちの存在を確かめようと

する孤独な行為です。数年前の、バスをハイ

ジャックして人を殺してしまった少年とか、

gjil市でしたか、主婦を金づちで殴って殴っ

て、何処まで殴れば死ぬんだろうと言って殺

してしまった少年とか、或いは14歳の少年

が神戸で小学生を殺して切り刻んでしまった

事件が思い出されます。こういう少年たちの

ことを思うと私は、なにか10歳～12歳の

頃に、そういう“いのちの体験”をした時に、

誰とも共有できなくて独りで、いのちの意味

とか人間の意味とか、死ぬってどういうこと

かと言うようなことを一人で調べよう、一人

で考えた最後のところが、そういう所だった

のかも知れないと思うのです。そこでなんと

かして共有体験をする、出来ればお父さんで

あったりお母さんであったり、身近な兄弟や

おじいさん、おばあさん、或いは友達であっ

たり学校の先生であったり、とにかく誰かと

共有体験をして、苦しい悲しい恐ろしいこと

が共有出来たときに、子どもは救われるので

はないかと、問を棚上げできるんではないか

と思っております。

時間力曠り少なくなりました。いのちの教

育の、年齢による段階について、大雑把に区

切りだけを見て頂きますと、3つに分けたら

いいかと思っております［図6，7，8］。

取り敢えずは、小学校の低学年まで、（先

の、ナギーの「いのちの意識の発達」などを

考えても）低学年までというのは、こんな風

なテーマですね。具体的に言いますと、自然

－13－



っていいな、家族っていいな、動物

っていいなとか、生きている喜びを

直接感じられるようなことがテーマ

になるのではないか。 （詳しくは本

に書いておきました）。

2番目の段階としては、小学校高

学年と中学生くらいのところです。

もう少し細かく分けた方がいいのか

も知れませんが、先程から言ってお

りますように10歳～中学生の段階

というのは、いのちの体験をする一

番多いところで、そこでやはり共有

を学ぶ、棚上げを学ぶということが

大きなテーマになるんではないかと

いうことですね。

第3段階は高校生とか大学生で、

さらにそこから一歩進めて、自分の

存在意義をきちっと正面から問い直

して、自分の生きる道、生きる方向

性を明確にして行くという段階が来

るのではないか、こんなふうに思っ

ております。

[図6］

いのちの教育の段階I
幼稚園・保育園・小学校低学年

自然、家族、動物、植物など
とのふれあいを深め、それを体
感すること。

｢自然っていい鯵。家族ってい
いぢ。動物っていいぢ。 」

＜無条件の愛と無条件の禁止＞

こういう問がありましたね。数年

前にTVで、問が発せられて、それ

に答えられる大人は誰もいなかった

と言う話で、一頃話題になった事が

ありましたが、 「何で人を殺しては

いけないのか」。人を殺してはいけ

ないのかという問だけではなく、子

どもが発する様々な問一いのちとか

死とかのテーマに関わることだけで

はなく、いろいろな問力峨々にぶつ

けられて来ると思うのですけれど、

それに答える、説明する､説得する、

解らせる、それはとても大変なこと

だと思うんです。

ただ、私は「何故人を殺してはい｢何故人を殺してはいけ

[図8］

いのちの教育の段階Ⅲ
高等学校・大学

自分の存在意義を問い、生きる
ことの意味を求めること。

｢ぢぜ、写んのだめに、ぢにを
めざして生きているん蔭ろう。 」

か？」ということについては、説明出来ない

と思っているんです。ないの
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結論として私はそう申し上げたいのです｡

それは、説明する、説得する、解らせるとい

う問題ではなくて、説明抜きに、問答無用に、

絶対的に駄目なものは駄目だというのが、私

の根本にあります。そうでなければいけない

のではないかと思うんですね。人を殺す－な

んでいけないのかO "なんで”ではない、い

けないものはいけない、駄目なものは駄目、

これです。絶対的な否定、絶対的な禁止、こ

れが絶対必要だと思うんです。

戦後生まれの私が、戦後の教育のことを言

うのも変な話ですが、合理的に説明して、科

学的に説明して説得して、解らせて、民主的

に子ども一人一人を人格的に認めて、話せば

解る、うちの子は何でも話して説明すれば解

るんですよとか、私はクラスの子に何でも説

明して説得して解らせる自信がありますと聞

くと、 「何でもですか？」と言いたくなりま

す。

「なんで人を殺してはいけないか」という

ことは、解らせてはいけない、説明して解ら

せることではなくて、駄目なものは駄目だ、

引きずり倒してでも駄目なものは駄目だと言

わなければいけないと思うんです。

とにかく、人を殺しては駄目、何が何でも

［図9］

駄目と言いたい。このことともう一つ、私は

“強姦”一人間が人間を力で押さえ付けて自

分のものにするというのは絶対的に駄目で、

「何故」と言われても、駄目なものは駄目と

言わなければいけないと思っています。

なぜそんなことが言えるかというと、霞”

－最後に愛と言ってしまいますが、絶対的無

条件の愛、それを子どもは要求するんです。

私も要求します。私の母親は今も生きていま

すし、私は母親に要求するし母親は私に無条

件で絶対的な愛を与えてくれていると、今で

も心の底から信じ切っているんです。絶対的

で無条件の愛は欲しいのです。少なくとも、

母親は絶対的に無条件に私を愛してくれてい

るという思いを持ちたい。ところがその無条

件に愛されているかどうかが分かるのは、実

はその対局に撫条件の愛” ［図9］、これ

がセットになっていると思うのです。

無条件で絶対的な禁止ということがない限

りは“愛”ということも認められないし、実

感として現実に目の前に現れないのではない

か、というふうに思うのですね。

よくTVドラマにありますが、家庭が裕福

で、社会的身分も立場もある両親に育った娘

や息子が非行に走ってしまう、何でも買い与

え、小遣いも潤沢に与えて、好きな

ようにして良いと言っていたのに、

いくら物を与えられ、時間を与え

られ、お金を与えられても、子ど

もは愛されているとは思えない、

自分は愛されていないのではない

かと、ますます非行に走ったりす

る。遂に警察に捕まったときに、

父親が呼び出されてやって来て、

バシッと頬を叩かれた瞬間に､｢私

は愛されていたんだ」と初めて気

づく、叩いた、禁止した、駄目だ

と言ったことに応じて、その子の

１
１

澱な。
弱逢
宅． 風勇

－

絶対的.無条件の愛

4丁

絶対的.無条件の禁止

－15－



グというものが、何故そんなにクライエント

に伝わるかというと、そういう枠があるから

だと思うんです。禁止の枠というか、絶対的

な、ここから出ない、僕は君と外でデートを

することもないし、愛し合うこともないし、

ここだけの話なんだよというふうな枠の中で、

ここからは出られないという禁止の枠の中で

与えられる言葉であったり、共感であるから

こそ、その言葉や共感に力が付くんじゃない

かと思うんですね。

そういうふうに常にバランスをとって現れ

るものであって、愛とか共感とか共有という

ことが力をもつためには、それと対になった

禁止とか枠とかがあって初めて成り立つ。だ

から、無条件の“愛”が伝わるためには無条

件の禁止、無条件の枠ということが相手に伝

わらないとならないのではないかと思うので

す。

中に今まで貰っていた愛が、パッと実態を伴

って現れるんだと思うんですね。与えられて

いたけれど分からないんですよね。それが愛

だと分かるためには、その逆の禁止というこ

とを与えられて初めて、今まで与えられてい

たのは愛”だったのだとわかる。だから、

無条件の愛が与えられているんだと実感する

ためには、無条件の禁止を与えなければいけ

ないのですね。

つまり、人を殺しては駄目なんだ、或いは

ひとを傷つけてはいけないとか、いじめちゃ

いけないとか、性的な虐待とか強姦とかは、

とにかく駄目なんだ、無条件に駄目だという

ことを、親が子どもに伝えられて初めて、子

どもは親に愛されている－－無条件の愛が実

態として現れる。

絶対的な禁止と絶対的な愛は、セットにな

るべきであって、なっていないと“愛”とい

うことが実感として伝わっていかないのだろ

うと思います。

この事に私が気づいたのは、やはりカウン

セリングということでして、カウンセリング

の一番の基本は“受容・傾聴・共感”なんて

言うものではないんです。基本は枠なんです。

明確な枠がある。つまり、時間と場所が明確

に決まっていて、この時間、この場所でだけ、

喉は君に共感するし、君と一体になって泣

いたり叫んだり、悲しんだりするけれども、

ここから一歩出たら知らない、だから、いく

ら僕力電のことをこの場では、この時間は、

本当に愛しいと思うし、心から心配していて

も、それはこの時間の中、この場所だけのこ

となんだよ。」ということなんです。それも

口先だけ、そして50分か1時間の中だけで、

共感をするんですね。そうしたカウンセリン

時間が来てしまいましたので、纏めてみま

すと、学ぶのはやはり子ども本人だというこ

とです。、ただ、今のまま放っておくと、今

の社会状況、マスメディアに囲まれた中で、

様々な情報が入っていく。しかも、直接的に

子どもに入って行くと言う状況の中で、やは

り我々が自覚的に教える姿勢一共有するとい

う教え方、一緒に考えよう一緒に苦しもうと

いうような教え方ですけれども、それが必要

だということです。一般に言われる、普通に

教えるということとは違うけれども、でも意

図的な営みとしての子どもへのアプローチが、

大人の側にもないといけないのではないかと

いうことを、最後の纏めとして申し上げて、

今日のお話しを終わりにしたいと思います。

どうも、ご静聴ありがとうございました。
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《教育講演》

不登校と子どもの成長・発達

メンタルクリニック・ダダ

児童精神科医 大嶋正浩

話はいろいろ飛んでまとまった話が出来な

いので、そのためにプリントを用意してきた

のです。

最近びっくりしていることは、登校恒否の

子たちが年々変わっていることです。もう、

登校拒否の問題は言い尽くされたと思ってい

らっしゃる方もおられるかも知れないですし、

登校拒否はこんなものだろうと思ってる方も

いらっしゃるかも知れませんが、我々から見

ると、登校拒否の子どもに関わっていて、毎

回毎回びっくりさせられることばかりです。

半年ごとにくらいにどんどん悪くなっている

ような状況ですね。最近、検査結果ではっき

り出てきて、ひどくびっくりしているのです。

浜松市があり、その北に測上市があって、

その周りに先日ワールドカップで有名になっ

た森町や磐田や湖西という町があるのです。

うちは浜j肺にあって、山の方の森町とか磐

田などから患者さんが沢山来て、浜松市から

は意外に患者さんが少ないと思っていたので

す。 10年くらい前に仲間同士で話していた時

に、仲間とは児童相談所とか浜松医大の児童

の外来の担当とか、病院の小児科の心理の人

とかですが、浜松からの患者は少ないよと皆

が言うんです。人口58万の浜松市からの患

者が、そんなに多くない。皆どこに行ってい

るのかな、もしかするとどこにも行っていな

いのかも知れないという話になって、結論と

すると浜松市の子どもは“サイレント・ゾー

ン”に入っている－－問題をあまり起こさな

い時期に入っていると言うことですね。

これは東京でも（私は東京でも仕事をして

いたことがありますが）言えるんです。都心

の世田谷の病院で、都心からくる子どもたち

◎はじめに

私は、児童精神科医なのですが、日本には

児童精神科医はあまりいなくて、仲間内では

臨床医師は百人いるかねと話しているくらい

で、しばらく前にはトキみたいに、何時絶滅

するかというような存在だったのですが、や

っとこの4月から、初めて児童精神科領域に

医療点数が入りまして（今まで児童精神科に

特別の医療保健点数というのは一切認められ

ていなかった）、20歳未満の患者さんの診

療の特殊性が評価されるようになりました。

昨日も、お年寄りを襲ったという事件があ

りましたけれども、突拍子もない事件がよく

起こるわけですけれど、あれなんかも学校で

は生徒指導上の問題は、ははっきりなかった

という話なんです。しかし、あの子たちの短

絡的な思考、その場で気持ち良ければいいと

いうか、自分たちのやっていることを妨げら

れれば腹が立つというのは、実は普通の子ど

もたちにいま一般にあることで、特別珍しい

ことではないのです。ああいう行動は何時で

も起きるなという感じがします。

うちの患者さんでも、20歳になる前18

だから、まだいいだろうということで、口う

るさいばあさんをめった突きにしたという子

どもがおりましたけれど、ほんとにけろっと

しているんですね。そんなふうにどんどん人

間力唆わってきている、そこらへんの「何故

こんな事件が起きるんだろうか」とか「何で

こんな問題が起きるんだろうか」とか、児童

精神科医はいつも見ているのですが、今日の

お話では、そんなことが伝われば良いかなと

思います。
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よりも、川崎やその他の田舎から来る子ども

たちの方が症状がはっきりしているし、率も

多いという感じでした。都心ではもう症状が

重くなっている筈なのに、意外に都心から患

者さんが来ないというのが、世田谷での印象

でしたね。そして川崎などではその頃、薬物

とか家庭内暴力どころか、いろんな所で暴れ

てしまうということがかなりあったのです。

浜松市でも10年前、中心部では同じように子

どもがやって来なくて、中心部からはどこか

体力憩い－胃が痛いとか、体のどこかが痛い

とか、そんな子どもたちが多くて、周辺部、

例えば春野町というところ、動物しかいない

山ばかりの所から、思春期痩せ症の子力覗れ

たり（昔は、痩せ症の子は中心部でエリート

の子であったわけですが）、田舎の方で暴れ

る子とか家庭内暴力とか、不登校の子どもた

ちとか一杯来るという状況になっていたんで

すね。

われわれのグループで最近、浜松の真ん中

の方にもクリニックを出して、次第に浜松の

方からも子どもが来るようになって、どうい

うことが起きたかというと、もちろん同じよ

うな症状でも具合力憩いなとは臨床的にも感

じているのですが、ベテランの心理の先生が、

ロールシャッハテスト（お聞きになったこと

があると思いますけれど、投影法で深層心理

の部分がよく見える検査です）で著しい差が

あるという話になったのです。どんな差かと

聞くと、 「浜松の中心から来ている子は殆ど

分裂病みたいなものだ」というんですね。レ

ベル的にはそんなものだろうけれど、どんな

ふうかと聞くと､｢ロールシャッハ図版の認知

が漠然としていて、客観的にちゃんと見られ

なくて、思い込みが激しくて、その図版を見

て脅威感を抱きやすい｡｣でも、それだけなら、

敏感で周りの現実をあまり見ていないという

だけで済むんですけれど、それだけではなく

て「人を見ていないぞ」という話なんです。

図版で響人に見える”図版があるのですが、

そこで人間のイメージが頭の中に定着してい

るかどうかなんですが､「人が見えない、そ

んな子どもが一杯だよ」、そして人に対して

脅威感もすごくあるし、 「人が見えたとして

もすごい怖い奇妙な人だったりとか、脅威感

だけだよ、そんなのばかりだ。」という話に

なって、やはり臨床と一致していると言う感

じで、認知というか頭の中にできたイメージ

レベルも、全然違うものになってしまったの

だということが、最近つくづく感じていると

いうかびっくりさせられたことです。

同じように不登校している、ちょっと落ち

着かない、或いは、引き龍もってしまったと

言っても、人間のレベルーー質が違ってきて

いる、そこまでのことが起きてきているとい

うのが、客観的な資料を含めて、われわれが

びっくりしている現実です。

子どもたちも不登校に限らずどんどん変わ

ってきています。昨日来た子どもが5歳なん

ですが、この子は目がクリッとしていてマル

コメ味噌の子みたいなんです。その子がパタ

パタとやって来て「先生、まだですか」 「悪

い悪い、もうちょっと待っていてね」、しば

らくしてまた来て「まだやってくれないの？」

「あと一人だから」。とてもしっかりして、

人を見据えながら話す、一見みると元気がよ

くて積極的な子に見えるんです。診察室に来

て、机にあるおもちゃを触ったりしながらお

母さんと話したり、この子と話したりして、

どうもお母さんの前だと話にくそうなので、

「お母さん出ていって、二人で内緒話しよう

か」ということで、 「内緒話で教えて、家の

中でつらい事ない？」と言ったら、すぐ耳元

に口を寄せて「お父さんが殴る」。率直にす

ぽんと出て来ました。でも率直にすぐ出てく

るのは実は、可愛いのではないんですね。

（それ以外にもお母さんはどう、おじいちゃ

んはどうと言う話は出ました）。
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実はここがくせ者で、われわれも、先生方

もベテランの方は感じていらっしゃるかも知

れませんが、人懐っこい奴は具合が悪いとい

う鉄則がありますよね。初対面から人懐っこ

い奴でまともなのは滅多にいない（笑い声)。

これは確実なことで、この子は非常に人懐っ

こくて、家の秘密までこちらに家族を裏切っ

てしゃべってしまうと言うような子ですから、

かなり？？ということです。でもその後、お

母さんに入ってもらって話していると、一生

懸命横から口を挟んだりしながら、自分のこ

とを伝えたくて仕方ないんですね。そのうち

自分のことをお母さんが話し出すと、す－つ

と離れて遊び始めて、用心しているんだなと

思われる様子、そして又、自分が突っ込める

と思うと寄ってくると言うような元気な子で

した。

何故問題になって来たかというと、保育園

で自分の思い通りにならないことがあると、

暴れる、叫び出す、人とすぐ取り合いになる

と激しい形でケンカになったりと言うことな

んです。その場面を見ていると、この子は一

瞬一瞬に賭けているということが分かるんで

す。すごい緊張感で生きている。この一生懸

命さで他の子と取り合ったら、本気で生きる

か死ぬかで取り合うだろう。それがありあり

と目に浮かぶ子でした。そこで生育歴を聞い

ていくんですが、実はお父さんは殴るんです

が、おじいちゃんが無茶苦茶激しい人で、お

じいちゃんの言うことを聞かないと、その家

では生きていけない。そして奇妙な家で、お

とうさん、お母さん、この子とおとうとの4

人と、お父さんのお姉さんの家族、お父さん

の両親という構成なのです。そして、おじい

ちゃんが一番先でないといけないというよう

な家だったんです。すべておじいちゃんが先、

だから赤ちゃんにオッパイをやっていても、

おじいちゃんのお風呂、おじいちゃんが何か

食べたいと言って、全部途中で切られて子ど

もを見ているどころではなかった。それを、

お父さんのお姉さんがすべて差配してした。

そういうような中でお母さんは一時たりとも

休まらないで、子育てができなかったようで

す。 （下の子どもを妊娠したときに、そのお

姉さんという人が「子どもはそんなに要らな

いから堕ろしなさい」という命令が来たそう

で、これでお母さんは樗然として家を出たん

だそうです）。その間、この子は勿論のこと、

人見知りはなかったですし、後追いも殆どな

くて、ベビーサークルに入れていて3歳まで

ほとんど外に出したことがなかったそうで、

保育園には行っていたのですが、非常にひょ

ろひょろして色白だったそうです。 （注：人

見知り、後追いがないというのは、人との信

頼関係ができていないことを示す。）

そう聞くと、すごい家だなと思いますけれ

ど、最近外来に来るのは、こういう突拍子も

ない子どもばかりです。子どもが3歳で母親

が家を飛び出たのはまともなほうで、実家に

行ったのですが、実家で受け入れてくれない

例もままあります。

ただ、その頃から暴れることが始まったと

いうことですが、この子は良い思いを全然し

ていないですね。小さいころからずっと不安

で、自分が生きて行くための安心感は与えて

もらうことが殆どなくて、そういう不安の中

で育って来た。そして保育園に行って、母方

のおじいちゃん、おばあちゃんに世話されて、

やっと自分の感情を出せるといった時に、生

き延びるために一生懸命暴れたりする。

保育園の先生から「お母さんが甘やかすか

らこの子は自分勝手で、暴れたりする」と言

われていたんですが、これがよくあるパター

ンで、 （今日も、こういうことが最終的には

イメージ変わってもらえれば良いと思ってい

るんですが）甘やかすとか我がままという文

脈で子どもたちを見ていると、今の子どもた

ちは全然分からなくなってしまいますね。こ

-19-



るんです。そんなふうに、不登校と言っても

変化していると我々は思います。

の子は保育園の先生から、甘やかす、我がま

まと言う目で見られていたんです。

ところがこの子は、甘やかす、我がままど

ころか、自分を主張して自分の権利を守るた

めに一生懸命なわけです。だからお母さんに

「この子は戦うとき、生きるか死ぬか一生懸

命でしょう」と言ったら、お母さんが「解り

ます、この子は－保育園の先生が言ったんで

すけれど－怒るとき血管が全部浮き出るんで

す」。浮き出て怒り続ける、そして怒り終わ

ったときに、パタッと死んだみたいに寝てし

まうんだそうです。無茶苦茶怒って、精も根

も尽き果てたように寝てしまうんでしょう、

そんな子どもなんですね。

この子がどんな気持ちで生まれて、自分の

生きる安心感の無さ、それを何とかしようと

しているのが痛いほど伝わってきます。もし

このお母さんが期待できないお母さんなら、

こんなに暴れはしないんですね。このお母さ

んがその家から離れて期待できるから、この

子は生存しようと前向きになって、自分の出

来る限りの形で生存を求めて暴れているわけ

です。だから、お母さんとの関係は決して悪

くないんです。ところが、それまでが余りに

苛酷すぎたから、戦いの中で生きて行くこと

になって、今一度赤ちゃんの段階に戻してあ

げてやり直さないと、この子の平和な人生は

無い、ず－つと戦う、でも意外に戦って運よ

く行けば社長さんとか、末は大臣かというよ

うに、具合悪い人こそ出世しますからね。

そういうふうに一人一人オリジナルで、外

来では診ていくんです。何でこの子がそんな

生き方しているのか、何でこの子が引き篭も

らなければいけなかったのか、何でこの子が

友達とうまく行かないんだろう。そういうふ

うに診て行くと、2～3年前の登校拒否と、

最近の登校拒否の子では、全然人間が違って

来ている、人とのつながりがなく、人との関

わりを危険だと思っている子が増えてきてい

◎早期からの理性的な子育て

「児童精神科医からみた現代の子ども」と

いうプリントですが、 12ページもあります。

全部には触れられませんのでところどころ説

明しようと思います。

なぜ、子どもたちの間に、いろいろな事件

が多発しているのか。早期からの理性的な子

育てというところで、これもよく話させて貰

うのですが、小児科の先生もいらっしゃいま

すが、今、子どもたちが変わっていますね。

1年くらい前、歩き初めでびっくりさせられ

たのですけれど、生後5カ月で歩き始めたと

いう子がいました。本当かなと半信半疑でし

た。そして、ある学会で小児科や精神科の先

生のいるところで、その話をしたら、その先

生が、 「えっ、うちの子、生後6カ月で歩き

始めたよ。ビデオ撮ってあるよ。」と自慢げ

に言われました。 「ああ、そうですか」 「何

かあるの？」 「いえいえ、天才になるかも知

れませんね」とごまかしましたけれど。

5～6カ月でと言うのは驚かされますが、

10カ月で走っている子はよく見かけますね。

眉間にしわ寄せて走っていたりしますが、そ

の10カ月の子は、お兄ちゃんを連れて来てお

られたのですが、その2歳くらいのお兄ちゃ

んは殆どしゃべらないで元気もない。お兄ち

ゃんは30分くらい女の心理の先生と遊んで、

わたしが親と話をしたんですが、帰るときに

はベッタリ心理の先生にくっついて「おれえ

ちゃん、行く行く」と言って、手をつないで

しがみついているんです。 「この子、しがみ

ついたり抱っこすることあるんですか？」と

聞いたら、 「いえ、殆ど抱っこされることは

無いです」という返事でした。始めてこの子

はすがりつける良いものを見つけたんです。

それがお兄ちゃんで、下の子は眉間にしわ寄
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せながら10カ月で走っているわけです。早く

しっかりしないと危ないのだ、のんびりゆっ

くり甘えていてはいけないんだ、と身体で反

応しているんですね。

極端な話をしましたが、不登校の子たちを

診ていて、小さいころの話を聞くと、どうい

う生育歴が多いかというと、まずは一般的に、

人見知りがほとんど無い、後追いもあんまり

無い、たまに人見知りがあっても極端な人見

知りで、人と会うとパニックになるという人

見知りはあるんですけれど、自然な－－抱っ

こされるとだんだん眉間にしわ寄せて、わ－

つと泣く、そしてお母さんに抱かれるとだん

だん収まってきて、しばらくするとキャッキ

ャと笑って、 10分20分お母さんが話している

と、だんだんその人にも慣れていくというよ

うな自然な人見知りがないですね。

これもよく聞くことですが、昔日本では、

人見知りの無い子はいい子だと言われていた

訳ですけれど、今の日本だと反対ですね。人

見知りが無いということは、今もお話しした

ように、他の人に抱かれて不安になるんです

ね。お母さんに抱かれると安心する。これが

基本で、お母さんに対して安心できているこ

とを示しているんです。それが、お母さんで

も他人でも同じだという子は、人見知りしな

い訳ですね。自分のお母さんでも他人でも、

ニコッとしておかないと「人生危ない」と赤

ちゃんなりに決心するんです｡･だから非常に

にこにこした子になる。お母さんが買い物に

行っても、家で一人遊びしてちゃんと待って

いる。言うことも良く聞く。これで、素直で

手のかからない良い子だったと言うようなこ

とが加わると、 「ああ……っ」というような

感じで外来では診ていくしかない訳ですね。

今の日本人というか、自然に考えることを

忘れてしまっていて、今の私の話も自然に考

えれば、当たり前のことなんです。大人です

ら、いろんな刺激に興奮したり楽しんだり、

あの映画見に行きたいとか、わ－つと遊ぶと

楽しいとか、ワールドカップで興蒋している

わけです。大人はもう新しい神経のシナプス

など出来にくい訳ですし、新しい刺激に対し

てはそんなには反応しないのですが、2～3

歳の子が云われた通りで、大人が困るような

問題のことをしないなんて、普通であれば頭

が壊れているのか考えなければいけない訳で

すよね。おとなしくしているというのは、非

常事態であることを示していると言って良い

んですね。子どもだったら色のついたもの、

動くものは、口に入れて見たいし、いじって

見たい、開けて見たいし､ひっくりかえして

見たい、というのが子どもである筈です。楽

しい遊びだったら、 「もう行くわよ」と言わ

れても、 「いや」と言って動かない。そんな

状態が自然なわけですね。それが、初めから

言うことを聞く、手がかからない、こんな大

変な事態はないんですけれど、それを今時の

大人は「いい子だ」と言ってしまったり、な

んとなくその辺の生育歴を見逃してしまう、

ここでかなり障害が起こっているということ

－－もうシナプスの結合から問題が起こって

いるかもしれないと、専門の先生だったら思

う筈の事態が起きていると言うわけです。

それからまた、どんなふうな子が多いかと

いうと、小さい頃から早くしゃべって、これ

もびっくりするんですが、お母さんから過去

を聞いてはっきりしているのですが、しゃべ

ったのが生後4カ月と言う子です（20歳く

らいになって“ボーダーライン”と言う病名

なって現れていますけれど）。でも、 10カ

月12カ月で2語文をしゃべっている子は結

構見ます。これなんかは、発達心理の教科書

も真っ青ということです。そういう事態がお

きています。この辺は極端なケースですけれ

も、もちろんこういう子たちも、将来は具合

が悪いのですが（レトルスペクテイブに聞い

たりとかプロプスペクティブに見ていっても
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うと、外来に来た子が怒りっぽくてしょうが

ない、すぐ暴れるとかすぐ切れると言って診

ていると、そんな生育歴の子だと、この子も

怒らせておくしかないよと言う話をしたりし

ます。お母さんたちは始めは半信半疑だった

り、何とかしなければとか、暴れているのを

注意しなければとか､説得したりとか、いろ

いろやるんですけれど、これはほっといて、

カーットするのを納まるまで待つしかないと

思います｡｢カーッとなってお母さんに暴力を

ふるっても、後はケロッとしているでしよ」

と聞くと「そうです。」大体こう言う子はケ

ロッとするんですね。普通だったら人に怒っ

た後は、恥ずかしがったりとか、友達に無茶

苦茶したら後は尾を引くんですが、この子た

ちにとっては2～3歳の子がぎゃ－つとなる

のと同じものですから、後はケロッなんです

ね。2～3歳の子は、怒って泣いてヒクヒク

して10分もすると、抱いてもらってす－つ

と引いて、甘えたりベタベタしてきます。さ

っきまであんなに怒っていたのにケロッとし

ている。それと全く同じなんですね。

そんなことだから、思春期のこどもたちは

（抱いて「よしよし」も出来ませんから）そ

のままほっときなさいということなんです。

ほっとく、つまり人がいないと何時迄も怒っ

ていられないんですね。人がいなくても怒っ

ているのがいたら、余程エネルギーがあるか

入院が必要な子どもです。人がいないと段々

落ち着く、そうすると納まってケロッとする。

そして、もう少し良くなってくると「あんな

馬鹿なことやってしまった」と思う。そこま

で来ると随分よくなってきた訳です。小さい

子どもと同じにコントロールが良くなって、

その後この子たちは、親も聴分落ち着きま

した」と言うようになるんです。

小学校くらいでこんな具合の時は、抱き締

めたり「よしよし」すればいい、沢山泣かせ

て泣き止むまで付き合ってやればいい、それ

悪いのですけれども）、小さい頃からしっか

りしゃべれて、大人顔負けの、例えば「お父

さん、タバコの吸い過ぎはだめよ」と冷静に

2～3歳でアドバイスする子ととか（笑い）、

ケンカしていると仲裁に入る子とか、3歳く

らいでお母さんの相談役になっている子とか、

こういう子がいますよね。

こう言うふうに、小さい頃から判断がよく

て頭が良くて冷静で、大人より余程立派だと

言うような子たちが、大人になった時にどう

なるか、これは大体、激しくて衝動的で、自

分勝手で無茶苦茶で、感情のコントロールが

不良な人になっています。その小さいころの

聖人君子みたいに落ち着いていた子どもで、

安定して豊に成長するというのは滅多にいな

い。たまに、そういう生育歴のもとに大人に

なっても落ち着いていると、大体立派な表彰

状ものの公務員みたいな感じになって、実は

殆ど頭が壊れていると言った状態になってい

ると言っていいくらい［あっ、これはここだ

けの話ですね］です（笑い声）。

我々は、そんなふうな人ばかりを診ていま

す。そういう中で、早期から理性的に子ども

を育てると、子どもがやるべき。感情を興蒋

させて” 、そしてそこで駄目を出されたりと

か、諦めるまで泣き続けるとか－泣いて疲れ

て諦める－こういうことをしていないという

ことが起こってきます。これが後になって非

常に大変だということが、診ていると感じる

ことなんです。

我々のところの外来は、2～3歳から来て

いますし、子育て相談でいろいろ関わりがあ

り、集団療育や個別治療をしていますので見

ているんです。それでは、そういう子どもた

ちがどうなるか、小学校くらいで出てくれれ

ばいいんですが（小学生、中学生、大人にな

って出る場合もあります）、こういう子ども

達が正常発達に戻るためには何が必要かとい

うと、今の衝動コントロールの部分だけで言
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でコントロールガ良くなってきます。と言う

ように、小さいときにやり残したことは、殆

ど後でやり直すということを目の当たりに何

時も見ています。

小さい時の生育歴は思春期の基本になると

よく言います。登校拒否でも子供帰りしない

子は一人もいないですね。どこまで赤ちゃん

帰り、子供帰りするのかは、その子の生育歴

を聞くと大体予想がつきます。ですから中学

2～3年で、あんなに暴れて夜遊びしていた

子が（登校拒否で意外に夜遊びしている子は

増えてきています）、親に聞くと非常に幼稚

であることが分かります。例えば「この子は

子供っぽいし、時々見てびっくりするでしょ

う」と聞くと、 「確かに、考えていることが

幼稚でびっくりします。」 「そうです。でも、

お母さんが見ているよりもっと幼稚で子供っ

ぽいのですから、兎に角ひたすらよしよしと、

輻されたと思って、今までの欠点なんかを言

わずに、やってご覧なさい」と言います。そ

うすると、あんまり外出しないようになった

り、お母さんのそばにベッタリするようにな

ったり、 「この頃あの子そばに来て、気持ち

が悪いみたいです」というようになったりし

ます。母親には「1歳の子と同じ、後追いな

んですから」と言う話をするんです。理性で

は年齢相応のことを言うんですが、家での行

動見ているとまさに赤ちゃん帰りなんです。

ある子ども（中学2年生）は、学校で「死

ぬ」というメッセージを出して、先生方が大

変になったのに、親は全然切実になっていな

い。そこで、先生たちに「大袈裟にして、親

をびっくりさせて下さい。そうしないとこの

子はやってしまうかもしれない。」というこ

とで、親が来ました。子どもは今まで何も問

題はなかった、成績もよかったしおとなしい

子でした。でも、生育歴を聞くと、何も良い

ことはない。 「この子は人間を恨んでいます

ね。だから、みんなに仕返しする意味で死の

うとしているから、何かがあると本当に死ん

でしまうでしょう」と言う話をしました。

始めは半信半疑だったのですが､家でも"死

ぬ”と言うことが多くなり、母親が焦り始め

た。 「とにかく今は、周りを引っ掻き回して

いるように見えても、この子を見ていかない

と本当にやってしまうから対応しましょう」

ということで、始めました。部屋に閉じこも

っていることもあって、取り付く島がない状

態だったのですが、 「兎に角優しくしなさい、

その子の生意気な言動に反応してはいけない、

とにかく寄り添いましょう、でないと死ぬか

ら｡｣ということで進んだら、 （5月に始まっ

て）今8月になって、お母さんがやっとにこ

にこして、 「この子、変なんです」といいま

す。 「どう変なの」 「携帯でメールが入るん

です、集合って」。お母さんは家に一緒にい

ます。そうするとお母さんが部屋に行くんで

す。そして「解散」でお母さんは出てくるん

ですね。。そんな遊びをしている。 「それは

いいことですね。そんなふうに一生懸命心配

し続けなさい。そこまで行けば死にはしない

よ。」というところまで行きました。こんな

幼稚なことで､でも、この子が求めていたの

はこう言うことなんです。親が自分の方を見

てくれて、寄り添うことで一生懸命になって

いるかどうかを確かめたかったのです。

家で赤ちゃん言葉になっている中学生・高

校生などはざらです。急にお客さんが入って

くるとしっかりした言葉になりますし、心配

ないのです。そのようにきれいに赤ちゃん帰

りになります。そして、そうした子どもたち

は非常に健康的になって行く。こういう流れ

で確実に成長して行く状態を見るにつけ、早

期からの「理性的な子育て」が問題だ、と言

わないと、単なる理性的な子育て－－早期教

育に対しての嫌がらせにしか見えないですか

ら、そんな前置きの話をしてしまいました。
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ものことを大事にして曙たちのことを大事

にしている、心配している」ということが、

言葉ではなくても色々な形で伝わっていくと

子どもたちは非常に尊重しますね。例えば、

デイケアなどで、少し羽目を外している時に、

「お前達、いい加減にしろよ」 「中途半端な

こと、するんじゃない」などと怒ったりする

んですが、そのことから変な形で反抗してと

いうことは先ずないですね。もちろん、そう

いうことは、個別の治療をしていても、関係

がつくと子どもたちは義理堅くて、こちらが

考えている以上に大人を大事にする、つなが

りを大事にするんですね。

ところが巷の問題を起こす子たちは、本当

になめていて大変な状態がおおい、或いは、

問題を起こさない子の中にも、実は“なめて

いる子”が多いんですがね。

そういうことと「食べることに困らない｡」

「命に関する緊張感がない。」ということが

どう関わるかと言いますと、昔は大人が怒っ

ても、大人がちゃんと食べさせていた、大人

が子どもの命を守っていた、大人が子どもの

事を一所懸命考えていた、というようなこと

が言葉ではなく、幼い頃から伝わっていたん

ですね。そして、生きていくことは大変だと

いう緊張感があった訳です。それでも、時々

子どもたちは、突拍子のないことをやりたい、

悪戯もするし悪さもするし、その中で怒られ

て、 「これはまずい、こうしないと世の中生

きていけないんだ」ということが分かって、

自然に大人になって行く。

今の子たちは、そんなことが無く、食べ物

はいくらでもあって、何をしていても、いい

加減にしていても成長して行って、生活は親

が面倒を見てくれるなどと今の子どもは思っ

ている。自分たちが生かされているという有

り難みはあまり無い訳ですね。その中で膜け

は出来ないんですね。仕付けしても恨むだけ、

先生が怒っても先生を恨むだけ。昔は先生が

◎食べることに困らない世の中になっている。

命に関する緊張感がない。

このことが何故大事か。いかに、今いろい

ろな事件が多発していることに関係している

か。

昔の子育てと今の子育てを比べて見ると、

今の子どもたちが昔風の子育てを受けたらど

うなって行くかということを見ると、昔風の

子育てを受けた子たちは殆ど今は、潰れてき

ますね。非常に萎縮しているか、非常に攻撃

的になっている、どちらかになっています。

どういうことかというと、小さい頃から、ち

ゃんと悪いことは悪いで殴ったりして（実は

これは大事だとわたし自身は思っているので

すが）、昔風にやってしまうと、殆どの子は、

大人を恨むようになっています。これは実は、

おやじ狩りにしても、昨日の話の、仲間と一

緒に爺さん婆さんを殺すということにしても、

お気づきだと思いますが、学校現場で先生方

が注意しても子どもたちが「何言ってんだ」

というような、昔だったらその場では反発し

ても“されど先生〃と言う感じがあったのが、

今の子どもたちには錘されど先生”と言う感

じがなくなっていますね。今の子たちは、目

の前では「先生」と言っていても、裏では本

気でなめていますし、大人なんていない方が

いいと思っています。これが色々事件に関係

しているんです。

昔と同じように早くから賎けると恨む。で

は、恨まないようにするにはどうするか。我

我が、登校拒否の子どもたちと、デイケアで

一緒に寝泊まり（4～50人の集団です）し

ていたりすると、 10年続けていますが、中

での子供たち同士では大きな問題は殆ど起き

たことはないんです。二十歳や二十過ぎの子

どもたちもいますから、帰りに飲んだりしま

すが、 「危ない交友」とか、お互いの間で裏

切るようなことはしない、ちゃんとした人間

関係に戻って行く。実は大人がちゃんと子ど
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怒ると、 「畜生っ」などと言っても心の中で

ずしっと思うことがあった。今は、非常に少

なくなっている。

そういうように、大人との関わりが基本的

に違ってきてしまっているわけで、さっきも

言ったように、子どもたちを大事にしている

ということを分からせてやらないと、子ども

は大人について来ないという状況になってい

ます。そういう時に心理の治療などで、先ず

は行け止めて関係を作って、最初はとにかく

受容するということが大事になってくるんで

すね。ただ受容して関係がついたら“賎け”

なければいけないんですね。関係がついて気

持ちが通じる人、自分のことを思ってくれて

いる人が、道理の通った事で怒っても子ども

たちは驚くほど、ちゃんと自分の中に入れて

くれます。この辺が「心理」の方は、ある程

度受容して、その人が自然に発達するところ

までと言うことになってしまうんですが、受

容してちゃんと関係がついたと思うところで

は、きっちり蟻けなければいけない。

だから、怒ったり気合を入れたりすること

は、子どもが大人になっていくためには非常

に必要だと思います。怒られたことの無い子

が大人になって、今どういうことが起こって

いるかと言いますと、企業でちょっと怒られ

るとすぐ辞める、恨む、すぐ諦める。それな

らまだ良い方で、怒られるとすぐ潰れてしま

って、体に症状が出て休んでしまうという子

たちも増えています。人間は怒られ、その後

しっかりと救われたりというように、減り張

りがないと、成長できないんですが、その減

り張りが大事ですね。その前に関係が付くと

いうことが大切なのですが、そういう点で現

代は、 「食べることに困らない」 「命に関す

る緊張感が少ない］というだけで、成長しに

くい。これは良く考えて見れば、先進国の子

どもたちがほとんど問題起こしている、一生

懸命教育を改革している国においてすら問題

が多くなってきている、ということが物語っ

ている訳です。ましてや、そういう改革があ

まりなされない日本においては、壮大な実験

が起きている－－どこまで子どもが崩れるの

か（これも削除ですね）。

◎怒りの表出、喜び、興奮

これは、先のことと関係していますけれど、

怒ったり喜んだり興奮しないで遊んで、そん

なことで友達にはならないですね。外来で良

く見るんですが、友達が沢山いた、どの子ど

も仲良く遊んだ。物の取り合いも小さいころ

から無かった。そういう子たちに、思春期に

なって外来に来て関係がついたときに、 「友

達居るの、親友いる？」と聞くと、 100％

「居ない」ですね。安心出来る友達いない。

当然ですね。ケンカしてその後、仲良くなっ

たとか、夢中になって遊んで相手への配慮な

んか忘れて、お互いに一体になって遊んで、

そうして人と解け合うということを覚えるん

ですね。その経験もしたことのない人が、親

友が出来るはずがない。今の子たちは常に周

りに気を使いながら、お互い遊んでいる。お

互いの距離を測りながら、相手がいやな思い

をしないように気を使いながら。だから一旦

いじめが起きてしまうと、自分がいじめられ

ないために安全な集団に入ろうとか、感情が

爆発して「あいつを排除しよう」というとき

には、こんなに一体感があるとは思えないほ

ど一体感を持ちながら一人を攻撃してしまう、

ということが起こるのは、想像に難くないこ

となんです。そこで、いじめは止めましょう

なんて言っても、初めて興奮したり、初めて

生き生きと人に対して関われたのが轡いじめ”

だなんて言われる、そんなこと言われても止

まらない。そんな子が沢山いるわけです。

子どもたちが興奮して、わ－つと遊ぼうと

するのに、大人たちはどうしても水を掛けな

がら遊ばせる。 「こういう決まりです。」そ
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うして大人がじっと見ている。こうして育っ

た子は、興奮せずに遊びますね。また、TV

ゲームでしか興雷しないということも、大き

な問題になっています。人との間で喜んだり

興奮したり、ケンカしたり仲直りしたりする

ことが無い中で、本当の人間関係が出来る子

どもたち力清つはずがない。それだけでも危

機的な状態です。

こういうことは、ず－つと言われています

が、これが中心ではないということも頭に入

れて置かなければいけないことですね。

そして、

☆親自身がこういう育児状況の中で、自己

中心的しかも実体験の乏しい世界から抜け

出していない。

これは先生方が切実に感じていらっしゃる

と思いますけれど、浜松あたりですら既に、

親御さんたちが殆ど赤ちゃんという状態にな

っていまして、お母さんが「子どもが登校拒

否して」と言って来て、 「大変だね」と言う

と、突然、わつと泣き出して「私、どうして

良いかわかんない」。そんなお母さんがちょ

くちょく現れ始めました。

特に、この頃目立つのが、反抗期の無かっ

たお母さん。これは、反抗期が無くてどう生

き延びるのかなということを、きれいに見せ

てもらっているという感じなんです。反抗期

が無く、親に手を掛けさせたことが無くて成

長してくる。それでも100％問題を起こす訳

ではなくて、先程言いましたように、具合の

良い（エネルギーのある）子だけが問題を起

こすわけで、エネルギーの無い人は間違って

子供を産むところまで行ってしまうんです。

そういうお母さんが最近現れてきまして、そ

の子どもたちが運よく具合が良かったり（感

情が豊か）すると、不登校になることがあり

ます。

変な言い方で分かりにくいかも知れません

が、子どもの方はいろいろ友達との間とか、

学校での緊張感とかで不安なのですけれど、

お母さんに話しても、お母さんは感情的にな

ったことがあまり無い、自分が困ってその感

情を経験していないんですね。すると子ども

が困って不安になっていても、そこをするつ

と流してしまうんですね。子どもが不登校に

なって、分かってもらいたくて手首切ってい

たりしても、 「ここで、どうしたら良いのか

◎大人の目を逃れて遊べる場所の無さ。常に

大人の目を意識して緊張を伴う。

ですから、おとなしい育てやすい子どもは、

その極端な例ですが、今の子どもたちは大人

の目を意識しながら、良い子を演じているの

は明らかですね。大人の目が届かない所で悪

いことが出来る、本当は必要なんですね。今

の子ども達は、それが得られるのが中学2～

3年になってから（勿論、小学校5～6年で

もありますが）、家に戻らずどこかに転がり

込んでいる、親も仕方がないと目をつぶって

いる無法地帯みたい。そして初めて大人の目

を逃れてやれるわけです。そこらへんで幼児

化してくる。そして、一杯悪いことして幼児

体験しながら、運よくその中で成長してくる

子は成長してくるんですね。反対にここで中

学受験があって、高校受験があって、大学受

験があって、ず－つと大人の目を気にして、

羽目外さずに受験して卒業した子は、就職し

ても殆ど役に立たない。企業も困っていると

いう状況です。 ．

小さいときに大人の目を逃れて子ども同士

で、さわげる場所とか、そこそこの危険を伴

いながら遊べる場所とかを、大人が確保して

おくという配慮が、子どもたちに対して無い

と、今の子どもたちはなかなか再生して来ら

れないと思います。

◎地域で子育てする力が衰えている。自然が

少ない、核家族。
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しら、騒いでもいけないし、傷の手当しまし

ょう」で済ませてしまう。つまり、心が揺れ

た感じが子どもに伝わらないで、子どもから

すると何がなんだか分からないお母さんとい

うことになります。

1年も登校拒否すると、家出して男の子の

家に泊まりに行ったりする、そうした時に、

相談に来て、 「男の子の家に泊まりに行って

いるんですけれど、怒って良いでしょうか、

どう心配したら良いでしょう」と答えを待っ

ているんですね。このくらい心配だとか、こ

のくらい許せないとかという､自分の中に｢心

配の程度や尺度の基準」がないお母さんが多

くなっているんですね。例えば、簡単に「心

配した方が良いんですね」とか「心配しなく

て良いんですね」というような、感情で捕ら

える事が出来ないお母さんなんです。だから

子どもの方も、いくら問題を起こしてもお母

さんが気持ちで受け止めてくれない、そうい

うお母さんが増えています。こういう状態を

みた時に、 「お母さんは、小さいときにどう

だったんですか」と聞くと、階に問題はな

かったので分かりません」という人が殆どで

すね。ですから、お母さん自身にゆっくり成

長してもらうほか無くて、当然子どもの成長

に比べれば極端に遅いので、非常に時間がか

かります。

そういうことを見ても、いかに自然な育ち

が無いことが、2世代3世代目の問題になっ

ているかがわかります。戦後、ず－つと出て

きた問題の蓄積で、養育能力が無くなって、

子どもたちの心力清たなくなっている日本の

末期状態になってきていると思われます。

その中の一つに登校拒否があると捕らえる

ことが大切だと思います。

昔は学校に入る前に、大暴れして悪いこと

もしてケンカも沢山やって、その中で生き延

びたり、自分の位置を確かめてから学校に来

ている。そいう子どもたちが先生に、社会は

こうなんだとか、生きる道はこうでなければ

ならないと真蟄に教えられて、社会に目覚め

て行くわけですね。今入ってくる子たちは、

殆ど保育園以前という子どもたちが増えてい

る。生意気な言葉は使えるけれど、人とどう

付き合って良いかは分からない、仲間を作る

こともなかなか出来ない。一見、話し合って

仲間は出来るけれど、気持ちのうえで本当に

仲間になることが出来ない。そういう子たち

に、集団で仲間を大事に、思いやりの心をと

言っても、思いやり以前なんですね。自分の

気持ちもまだ育っていない状態で、思いやり

も何も無い、集団も何も無いという子たちに、

社会性を身につけさせたり、実践を身につけ

させるといったことを一生懸命になって、そ

して、それに対して合わせてきている子たち

は、先生の言うように合わせてくれるけれど、

その中では息苦しいとか、そんなの全然関係

ないと言って暴れて学級崩壊が出てきたり、

或いは小学校高学年になると、暴れて収拾つ

かなくなるとか、または集団の中に入れない

自分の赤ちゃん的なところ－育ってないとこ

ろを率直に出して、周りを意識して、敏感に

なった子どもは登校拒否になってくる。そう

いうことが起きているだけの事なんですね。

ですから、保育園以前のレベルから小学校

1年を始めようという教育サイドの覚悟、も

ちろん、その前の保育園や幼稚園が、もっと

もっと小さい乳児を育てるというところを受

け持つ、或いはお母さんをも保育園として育

てるというところをやる、そういうことをち

ゃんとやってくれれば、昔の明治風の教育を

しても良いかも知れません。今は通用しない。

形だけ昔の良き時代の教育をやっている。明

治時代の本質的なところを真似ていかないと

◎日本の教育の問題点は何か。

明治時代の教育が悪いとは思えないで、む

しろ非常によい教育だと思います。
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たみたいな状態では、生きている実感はあ

まり無いんです。ですから、自分が死にた

いくらいですから、でも死ぬのは痛いから

嫌で、他人を殺しちゃおうという、これが

子どもたちの自然な気持ちで、納得出来る

んですけれどね。納得してはいけないのは

当たり前ですが。

死にたいから、人を殺すことなんかはど

うとも思っていない、そういう子たちが非

常に多い。怖いです。）

。信じるもの、すがるものがなく、新教宗教

や、奇妙な集団に入る人は跡を絶たない。

･精神的病気も、はやりでいろいろ出てくる。

閉じこもる子どもも増えてくる。

（精神的病気は、はやりだと思ってもらえ

ばいいと思います。どんどんはやりが変わ

ってくる。アメリカでは多重人格障害が一

番多いと言われています。日本もだんだん

増えてきています。不登校も基本的問題な

ので増えてくるけれども、内実はどんどん

変わってきている。思春期やせ症なども、

著しく増えている。そんなふうに、社会の

変化と心の病気は密接に相関しているので

すね。）

･人と気持ちを共有することが極端に下手な

ので、人とあまり関わらずにスマートに生

きていくか、近づいてきたさまざまな問題

（暴力、性格の不一致、サドマゾなど）を

起こす、あるいはくっついたりはなれたり

する。

【人との関わりがすごく下手なのが、中学

2～3年とか高校くらいで、セックスを切

っ掛けに、くっつくことを覚えて、 「今ま

で親や大人とはこんな幸せな良い気持ちに

なったことは無い」、 「こんなに受け止め

られていると思ったことは無い」、という

形でどんどんそっちの方向に行ってしまう。

あるいは、そういう形でくっついて初めて、

幼稚園のころの友達関係のようなものを味

いけない。人に対して本当に大事に思うとか、

愛するとか一生懸命になるとか。でもその子

の本質を見ながらやる、形だけで明治を追っ

てはいけないと思うんです。

◎近頃の大学を出た子どもたちが幼稚なのは

なぜか。

ということは、今お話ししたようなことで

良いと思います。

◎これからの子どもの世界はどうなっていく

か。

・大人と、あるいは他の年代とつながること

ができず、敵対関係になりやすい。

・未熟な衝動が支配する

（衝動が分化されていない、社会化されて

いないですから、理屈だけで社会化されて

いるつもりになっても、それは本当に衝動

が社会化されている訳ではないですから｡）

・表面的な論理に引きずられて極端な方向に

走る。ヒステリー化。

（これは、政治そのものがそうですね。

・情緒が乏しく、共感性がない子が増え、信

じ難い犯罪等が増えてくる。

（これは、人を大事にしていない、人の痛

みが分からない、そして実は子どもたち自

身が今、死にたいと思っている子がとても

多いんですね。死んでもいいや、生きてい

る実感が無いんですね。生きている喜びを

あまり感じていない。やはり、生きていて

大事にされて、ふわっと良い気持ちを味合

わないと、生きていることが嬉しいとはな

かなか思えないですね。

同時に苦しい目にあってその後救われる、

これもすごく大事なんですね。苦しいとこ

ろを救われるというパターンが大事で、そ

れがないと、幸せな気持ちになれないんで

す。苦しいままで救われないで、自分で、

先程の話の子みたいに、自分を救っていつ
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親友からの激しい裏切りとか、そういうこと

で敏感な子とか不安の出やすい子は、それで

人と一緒にいられなくなることなどがよくあ

ります）あるいは、その両方である。そのた

め、その子のそれまでの生きてきた流れをさ

かのぼることが、これからの子どもの関わり

に有用にもなるし、子どものつらさをわかる

一助ともなる。 （よく間違ってしまうのは、

学校に行っていないからなんとかしてあげよ

うとか、この子と関わろうとか、無手勝流に

その場の勢いだけで行ってしまうんですが、

その子が何者かが分からないと駄目なので、

その子の生きてきた歴史をちゃんと味わって

あげて、どんな気持ちでこの子が生きてきた

のかということを、自然な気持ちで味わって

あげることがまず大事になってきます。）

②①の対応の前に、まず、応急的対応があ

る。子どもの気持ちは、追い詰められた気持

ち、挫折感、不安と罪悪感

（当然、学校に行っていないという罪悪感

が子どもは非常に強いです。）

また、同時に安堵感があると予想される。

（安堵感－辛いところから抜け出したとい

う安堵感。）

不登校することによって得た安心感をまず

保障するところからはじめる。状況によって

違うが、 「ゆっくり休んでいいよ」 「大変だ

ったね」 「自分がこれ以上大変にならないた

めのいい選択だね」 「よく無理して通ってい

たね」等

（その子の状況を分かりながら、表情を見

ながら言葉かけしてやるなど）が大事です。

（不登校した時、よく怠けと間違う場合が

あるんですが、怠けと言うのは最後の最後に

考えればいい訳で滅多に無いんです。学校を

サボって、それで良いんだという子は大物に

なるかよほどのアホかどちらかで、そんな人

は滅多にいないということです。周りに沢山

学校に行っていない子がいれば別ですけれど、

わうものだから、くっついてはケンカして、

くっついてはケンカして、ケンカして仲直

りして、今の子どもはそうですね。20歳

くらいの子でも、くっついたり仲直りした

り、そして二股ヨ没かけて、それが仲間集

団みたいなものなのですね。ほとんどが、

その辺の気持ちの焼き直しをしている訳で

す。でも、その中で暴力が出て、暴力で人

との関わりを深めようなんて（暴力も、一

方的ですけれど関わりが深まりますから－

サドマゾなど）問題がいっぱい起きてくる。

だから、表面が理性的でセクハラは駄目だ

とか、表面が奇麗になればなるほど、裏で

こういう未分化な衝動（どこにも受け止め

てもらえない色々な気持ちは、全部裏の世

界で行われていくようになるので）、家庭

の中はどんどん暴力と言い知れぬ状況の巣

窟になって行くというわけです。】

・無気力な、身体症状、不定愁訴を抱えた子

達が増える。

・新鮮な感覚、大胆な発想が出やすい。

（常識や共感がないから）

☆奇妙な存在の確かめ方や、奇妙なくっつき

方や愛情の出し方をする人が今以上に増え

る。なんでもありどころではなくなる。

こんなことを、児童精神科医の窓口から考

えています。

登校拒否の話に行きたいとおもいます。

不登校

◎問題が起こったときの対応の基本的な考

え方

①登f対巨否をはじめ、精神的な問題を認め

たときには、その裏に長い歴史、あるいは非

日常的な事態のどちらか、 （つまり長い歴史

というのは、生育歴のなかで大変だったり、

人とうまくかみ合えなかったり、非常に不安

を押さえ込んで生きてきたりということがあ

るだろうし、非日常的というのはいじめとか、
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子の予後はあまり良くないですね。その後、

また不登校になったり、半年くらいで再登校

を繰り返していると、殆ど引きこもりになっ

たりする。我々のところでは引きこもりは殆

どいないです。最初から引きこもらせて、そ

こからゆっくり立て直していきますから、今

更引きこもりは無くて、先はだんだん人と付

き合えるようになっていくだけと云う感じで

す。かと言って、家にいて親も嫌になって子

どもとは表面的にしか付き合わない、子ども

に誰も関心を向けない、こうなると、いくら

長く不登校しても全然意味がない。これは最

悪ですね。面白いことに、誰も目を向けない

で不登校させておくと、 1年半位すると再登

校するんですね。そういう子たちが不登校に

なってまた現れるんですけれど、その1年半

は「どうしていたの？」。子ども帰りも起こ

っていないし、子どもに対して誰も本気に関

わっていないし、でも1年半で再登校した。

半年頑張ったけれどまた、不登校になった。

休んでいても良い事がないと、こんなことし

ていられないと言うので、自分の気持ちを押

さえ込んで行ってしまう子がいるんですね。

それも何回も傷つくと、もう自分は駄目だ、

これだけ一生懸命頑張ったのに社会でやって

行けなかった、学校でやって行けなかった、

もう自分には手がない、でも死ぬ勇気は無い、

引きこもるしかないと云うのが、今の引きこ

もり－登校拒否からの－の一部ですね。

登校拒否もせずに学校に行っていて、辛い

けれど自分もそれを自覚せずに、うまくいか

ないなと思いながら、ある時パタンとなって、

それからは諦めて全く学校に出ない、そうい

うタイプもいます。引きこもりはその二つが

ありますね。

自分が学校に行っていないと、その先の自分

の人生が無くなるかも知れないという緊張感

が無いはずないわけです。意識していないか

もしれないけれど、感じていないはずは無い

と思います。一見、いいかげんに見えたり、

サボリに見えても、ほとんどが何かに傷つい

ているんですね。ですから、余程の思いで登

校拒否したのだということを分かってあげる

と、やっと分かって貰えたと子ども達はホッ

としますね。）

③親への対応の方が複雑かもしれない。親

自身、とても傷ついている、予想外に自分の

子どもが不登校になってしまい、挫折感、不

安、怒りなどで抑諺状態になっている。また、

学校に怒りが向いたり、休んでいる子どもに

怒りが向いたり、また、自分自身に怒りとい

うか罪悪感が向いてしまう。そういう気持ち

をやわらげることが、親自身にも必要である。

（今までの不登校の親御さんを見ていても、

大体そのパターンです。学校に怒りが向くか

子どもに怒りが向くか、まれに社会に怒りが

向く人もいますが、お母さんも慰めてあげな

いといけない）。

④まず、①～③の作業をじっくりやること

が前提である。その部分をしっかり出来ると、

親は子どもを受け入れることができ、子ども

は、一度崩れた自信とプライドを再び創りな

おすことになる。

（これは先ほどの、育て直しみたいな、或

いは、子どもが自然に育ち直るみたいなこと

をして行けば、必ず良くなっていく。ただ、

その育ち直しが今の子たちは、生半可な、赤

ちゃん的というか、育っていないというレベ

ルではなくてかなり凄いので、時間的には2

年くらい掛かって一段落［でも4年位しない

と1段落しない］という実感があります｡）

ですから、不登校はゆっくり治療すること

が基本的には大切です。皆さんも経験されて

いると思いますが、半年くらいで再登校した

不登校については大体、以上のようなこと

ですが、時間が制限されていますので、全て

をお話し出来ないのが残念です。
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もう一つお話しして置きたいことは、先生

方が不登校に関わっておられるということを

前提に、少し発想を広げて貰えればというこ

とで今日はお話しさせて貰っていますが。

に見える部分を大事にする。これはさっきの

明治時代の教育の話のように、感情的な部分

が十分できた子を、理性で社会化して行くと

いうところで有効であった訳ですけれど、今

はそこではない部分で問題が起きているわけ

です。ですから、登校拒否の子がある授業に

出ていると、 「じゃあ、この授業だって、居

るだけでいいんだから出なさい」と云うふう

に、行動本位にやっていくと、子ども達はそ

の圧迫でしばらくは頑張るんですが、何処か

でまた挫折するんですね。それは心の面を見

ていないことになってしまう。

やはり、無意識とか感情とか情緒の部分を

問題にして、登校拒否の子たちと関わって貰

えると助かると思うんです。それで、このよ

うな当たり前の図を出すのですが、当たり前

ですけれど、我々実践している人間に分かり

やすいように－改編して分かりやすくしてあ

るんです。意識出来る部分がほんの僅かで、

自分には無意識の世界が一杯あるんだと、ま

ず、思って貰うことが大事なんです。夢とか

思いつきとか、第六感とか心、これはちょっ

と意識出来るんですね。意識出来ない部分に

もっともっと沢山あるんですね。

そして実は、赤ちゃんが「おぎや－つ」と

産まれてから、あるいは生まれる前、胎児の

時のお母さんの声を記憶しているなんて言わ

れていますし、 1歳2歳の子たちが、いろい

ろ経験したことは全部頭の中に入っているん

ですね。思い出せないんですが、無意識に1

歳2歳の事の記憶は非常に大事なんです。で

すから1歳2歳の時に、本当に大事にされた

り、安心出来た子たちは、生涯に亙って安心

感が持続するんです。小さい頃に、虐待を受

けていたとか、 1歳2歳で親が離婚したって

いうことは、自分の一部が何処かへ消えてし

まったとか、 「何時そういう悪いことが起こ

るか分からない」、 「全部自分のせいなので

は」といった気持ちの中に生きていくことに

◎人間の心の基本構造について考える

最近、PTSDという問題が出てきて、色

々なことで傷つくと、それがトラウマになっ

て、フラッシュバックしたみたいに昔の辛か

ったことが出てきたり、フラッシュバックし

かけると、その時に自分の自我一自分の心に

切れ目ができて、突然暴れだしたり怒り出し

たりとか、あるいは意識が途切れて、 「私は

誰？ここはどこ？」と云うような状態になっ

たり、あるいは意識を失ったり、意識に変化

が起きる、或いは、多重人格みたいに突然別

の人格になったりする、そういうケースーー

解離状態になるケースが増えていますけれど、

これからは登校拒否を起こしている子どもた

ちの中にも、この状態が今後5年くらいの間

に増えてくることが予想されます。

子ども達を見るときに常に考えてもらいた

いことは、今まで話してきましたように、あ

まり理性ではなくて、衝動の部分や感情の部

分がどう育ったかということが大切だという

ことです。意識の世界、無意識の世界という

ことはお聞きになっていると思いますけれど、

理性と感情、意識と無意識をこういう図式で

考えていただくと良いと思います（図参照)。

心が傷ついた子たちとか、うまく人とやって

行けない子たちに対して、理性の部分で働き

かけるということは、実は一時的には関わり

があるように見えても、殆ど意味がないんで

すね。やはり、感情の部分に働きかけて、そ

こが変化していかないと駄目なんですね。と

ころが、どうしても学校というところは“や

るべきことはちゃんとやりましょう”とか、

“友達には思いやりを示しましょう” “自主

性をもってちゃんとやりましょう”とか、目
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シヨックなことが生のまま残ってしまうんで

すね。臨床をやっているとびっくりします。

ずいぶん甘えた子たちは､シヨックなことを

「ああ嫌だった」と言うんですが、 「まあ良

いか」.という感じになったり、それが人生に

深く陰を落としたりしないんですね。つまり、

受け止めてもらって、甘やかされた子は､辛

いことが溶けて行くんですね。だから、小さ

い子を大事にするということはとても大事で

す。小さい子がすごく自分を見つめてもらっ

て、辛いときに受け止めて貰ったという経験

をすると、シヨックなこともショックではな

くなってくるんですね。

今、 トラウマを受ける子が増えているとか、

PTSDになる子が増えるというのは、つま

りは、幸せな養育がなされていないというこ

とが背景にあるわけです。

なってしまう。そういう幼い頃からの全ての

記憶があるのが無意識だと思って貰えるとい

いと思います。ですから、生育歴も問題にす

るし、親との関わりも、我々非常に大事に考

える訳です。

そして今のトラウマ、この頃は昔の嫌だっ

たことを、すごく鮮明に覚えている子ども達

が多いんですけれども、そういうシヨックな

こと（図の中のギザギザの部分）は、自分の

気持ちと溶け込まずに生の形で在るんですね。

ですから、小さい頃から虐待を受けていたと

か、親との関係がうまく行っていない、受け

止めて貰っていない子たちに、 「小さい頃か

ら大変だったね。どんなこと覚えている？」

と聞くと、生の傷ついた記憶がパッと出てき

ます。場面から何から全部出てくる。実は、

受け止めて貰っていない子たち、幸せな養育

を受けていない子たちというのは、こういう

間の心の基本構造について考え

る世

差 た
亀

○識と無意識を
たがる部分
(夢､思いつき、
六感、心）

意
ま
第

に
に
ま

意識できない世界

強い思い出､大切な思い出

I
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。生きていくというのはトラウマの連続である。そして感動の連続である。

そういうものが心の中に溜まって、それが、感動したり守られたということが多ければ

多いほど、良い方向に生きていけるんです。

。生きていくというのは生存のための工夫の連続である。

そういった、さまざまなイベントの積み重ねで人間は構成されている。

◎肯定的養育の効果 人格の統合を進める（経験をもとに成長できる〉

ストレスを吸収する、プラス志向

自己肯定的で、変化にも強い

◎否定的養育の効果 極端から極端に行き易い（頑張ったり挫折したり）

ストレスが外傷につながり易い

自傷行為、希死念慮、さまざまな不適応

そして、 に置いて、厳しくするのはちゃんと関係がつ

・肯定的養育の効果 いてからで、その前は一杯甘やかしてやらな

・否定的養育の影響 ければいけない。一つ、過保護だけはいけな

と書きましたけれど、本当に子ども達を愛いんです。先走って不安を取り除く、転ばぬ

して、意地悪ではなくて、子ども達を可愛い先の杖は甘やかしではないのです。後ろに控

と思ってくれる大人達が増えていって、教育えて辛いときに受け止めてあげる－－こうい

現場にそういう人が増えてくれることが、子 う甘やかしはすごく大事です。

ども達にとっては最も大事ですし、登校拒否 日本はいつの間にか「甘え］という言葉が

を起こした子に対しても、その子たちが可愛非常に悪いことになってしまったのですが、

いと思って、一生懸命関わってくれる大人た今その言葉を復権させないとこれからの子ど

ち、子どもが傷ついたときに関わってくれる も達の将来がないのではないかと思っていま

大人たちがいると、子ども達は救われていつ す。

て、子ども達がまた人を救えるようになる。 纏まらない話になってしまいましたけれど、

でも、厳しくされた子は人に厳しいままに プリントで盛り沢山なことを言おうと思った

なっていく。こういう状況があって、いまこ 分だけ片寄ってしまいました。もしよるしけ

そ、子ども達を大事にしなければならない。 れば、後を読んでくだされば幸です。

そして、甘やかし、我がままという発想を横 ありがとうございました。

【参考資料】

よく肯定的な理境、生きているという実感の持てる環境が重

子どもが育つ家庭や地域の雰囲気やその本質を子どもは嘆ぎ取って育っている。単にほめたりする

のではなく、自分より子どもを優先するという心意気が重要。

‐困らない世の中になると、子孫を作るより自分の快楽にはしる。

子どもや母子が守られて自由にできる空間（基地）を、地域にゲリラ的にでも作っていくこと力覗

実的。NPO，ボランティアが、中心的役割となり、擬似大家族を。

その中で、発達の不安な子や、被虚待児が守られる。
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【参考資料】

どもの相談を受けアドバイスする時のコリ

蕊鐘麓愛鯉還鐵
「甘やかしすぎるから問題が起こるんだ。しっかり怒るべき事は怒ること」

「過保護すぎる」

「生活のリズムを整え、めりはりをつけましょう」

「運動をさせ、気持ちを発散させなさい」．

「挨拶をしっかりさせるように指導しましょう」

上記の事は、誰でも、ある程度納得できるし、異請をはさみにくい事です。一部はもちろん正

しい事です。しかし、このようなアドバイスをして、親がその通りにすると、「何にも気持ちなん

かわかってくれないんだ」という反応になってしまいます。素人ではないので、もう－歩踏み込

んで、成長に対する理解して、アドバイスできる事が望ましいと思われます。

蜜誕溌憲壁遡麓蕊邸漣懲
ノ"〃さざると意が麺大火になるノ

大変な事から逃げる事も重要。いつも無理して自分の不安や辛さを抑えて頑張っていると挫

折し易い子になる。引きこもりになる子は、大部分頑張っていた子。逃げざるを得ない辛さをわ

かって受け止めたり見守ってくれる人がいると、次回は逃げずに自分から頑張れるようになる。

また人生のうち、怠けたり挫折する時期も必要。要は、そこからどう立ち直るかという事。

「多醗雪をし画やるべ認をしっかり値ると牒右丘測fできる大入に恋愚ノ

やるぺき事をしっかりする事は、大人でもなかなかできません。ましてや、情緒が豊かでみず

みずしくいろいろな誘惑に心が霞る子どもが、周囲から押し付けられたり期待される事に心を砕

いてその通りにしていたら、どういう結果を生むでしょう。大人になった時には、覇気のない言

われた事はやるが、それ以外のことには気が利かない人間になるでしょう。教育が成功して、現

にそういう若者であふれています。 ．

ﾖ電棚1…__国劇

①
②
③ 謹巍羅醗蕊雲職議購

胄緒の発達の面からみ

1．そのままでいいんだよ、そのままで十分だよというメッセージを出してあげる。こうした方

がいい、もっと頑張れというと成長できない場合が多い。

z少し、図に乗って、失敗して痛い目を見て経験していくという繰り返しが生き生きとした心

の発達につながる。子どもが図に乗っていろいろな事を試したり、生き生きと空想の中に選
ぶ自由な時間や束縛されない空間を保障することが心の成長のための肥料となる。
3．安心して包まれる状況で、不安は軽減し、変化へのエネルギーが蓄積される。幼い頃に帰っ

て甘やかしてもらえる、ただひたすら信じてくれる、見守ってくれるという事が成長の大き
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【参考資料】

なエネルギーとなる。

4．周囲の人の、自然な生活の営み（いろいろ楽しんだり、仕事に真剣になっている姿、ぐちを

言っているところ、夫婦喧嘩をしてまた何とか修復するところ、社会についていろいろ思っ

ている事をふと漏らす）を通して、人の関係の持ち方や生き方を吸い込んでいく。

しつけという面からみ

I苅墓昼0

気持ちの上で関係がついてから、しつけをする。親と十分に信頼関係がついていないうちに

は、しつけは恨みにつながる。

周囲の真剣な感情の表出が、子どもに理屈抜きの価値基準を与える。

周囲の何気ない日々の営みが、子どもに、生きていくための心のあり方の基本を提供する。

しつけが文化そのものである。子育て文化がその種族の生きていく力を決定する。

物や食べ物が余っているように見える、苦労せずに欲求を満たせることが、生きていく力を

弱めてしまう。

←

参
琴
孝
↑

1．悪ふざけやいいかげんな状況が続いた時に、軽いうちは見過ごし、てぐすねを引いていて一

喝するなどというのもいい。

2説教や、指導より、大人が本当に困ったり、本当に感激したり、さまざまな事にいろいろな

思いを持っていることを子どもが傍から見ているということが、心を養う。食事時の家族の

間での四方山話などはとくに重要。

3．極端にしつけたり、形にはめようとすると、抑えられた衝動がさまざまな問題を起こす。例

えば、他者に暴力的になったり他人に厳しくなったりする。他の人に向かえない時は自分に

向かいこだわりになったり癖になったり自傷行為になる。自信のない子になったり卑屈にな

ったりしやすい。自分を認める事ができなくなってしまう。また、自然な感情を出すのが下

手になってしまう。

4．極端に放任であったり、自然な生活のけじめがないと、何を基準にして生きていいかわから

なかったり、この社会の常織と折れ合うのが下手になってしまう。

児童精神医学的理

診察室での関わりの中や日詣の情報の中から、下記のことを理解して関わる。

1．知能、情緒の成長を客観的に判断する。

2．身体の成長と知能情緒の成長のバランスも含め、身体発達や染色体異常の可能性について判

断する。

3．痴痴、脳機能障害を含め、脳の器質的機能的障害を判定する。

4．出産前後を含め幼小児期の環境、養育について、その子の情緒発達への影響を判断する。と

くに、基本的信頼間の形成，母子間あるいは親子間での2者関係の成立具合､.それらをもと

に他の幼児や他の大人（近所の人、保母さん等）への関わりの広がり具合。

5．不安感や情緒的反応の混乱に伴うさまざまな症状について判断し対処する。
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<特別寄稿》

［本稿は、表題にあるとおり「日本つばさ協会フォーラム」での、講演内容を纏めたものです。

小児がんに関する講演や研究発表は、今までにも何編か掲載させていただきましたが、その一環

としてお読みいただきたいと思います。お話しの中での「図」や「表」などは紙数の関係で割愛

させていただきました。ご了承下さい。］

日本つばさ協会フォーラム

小児がん「より良い闘病。より良い支援」
－－キャリーオーバーのフォローアツプーー

あけぼの小児クリニック

順天堂大学付属病院 石本浩市

はじめに

キャリーオーバーとは、 「持ち越す」という意味です。小児期に当時としては致死

的だった病気を治療の進歩により、その病気を慢性疾患として抱えながら、または治

癒しても思春期や成人の年代に「病気から発生した問題を持ち越す」ことをキャリー

オーバーと呼んでいます。小児がんも今は約7割が治る時代になりました。また、小

児がん以外の色々な小児難病も、治るようになって来ました。したがって全ての疾患

でいま、キャリーオーバーが問題になってきています。

われわれは、病気の治癒という良い結果を手に入れましたが、その一方で新たな問

題に直面しています。これを皆でどう解決していくか、一緒に考えて頂きたいと思い

ます。

小児がん経験者

1950年から1990年代にかけて、小児の急性白血病がどれだけ治癒するようになった

かというグラフです。急性リンパ性白血病は70年代の後半から急速に治るようになっ

て、今は約8割が確実に治る時代になっています。急性骨髄性白血病も、化学療法だ

けで約半分は治るようになりました。という事は、70年代に3～4歳で白血病になっ

た子供たちは、今もう20代あるいは30代になっているということになります。

ところが、皆がきれいに治れば良いのですが、様々な問題を抱えながら生きている

人が少なくないのが現状です。小児がん患者が日本で毎年約2,500人発生していて、

その約70パーセントが治るということは、 1,500人以上の人が毎年長期生存者になっ

ていることになります。この「小児がんを経験した人たち」が近い将来、次々に社会

に出て来ます。アメリカの最近の統計では、15歳から45歳のヤングアダルトの約900

人に1人は元小児がん患者だそうです。そういう時代になっています。

フォローアップ外来開設まで

3年ほど前になりますが、私がフォローしている小児がんの患者さんの年齢分布を
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グラフにしました。実際に発症する年令は幼児期が最も多いのですが、こうしてみる

と1番高いピークが中学生位の所にあります。長年診療していますと、このような患
者さんがどんどん増えてきて、 15歳以上が60人位います。医療はますます進歩し、治
るようになっていきますから、このまま右に平行移動して行き、やがて小児科の外来
に30代、40代の人が来るようになるかも知れません。それは本当は良い事です。しか
し、考えなくてはならないことがたくさんある、とも思います。

<長期生存者>とは、治った人達を指す言葉ですが、言われている本人達には不愉快
な言葉だと思います。そこでくがんの子どもを守る会＞の当事者の会であるくフェロ

ー・ トモロー＞の人たちが、自分たちのことをく小児がん経験者＞と呼んで欲しいと

いうようになりました。そこで私はこういう言葉を使っているわけです。ところで、

小児がん経験者も必ず通るのが、思春期です。この思春期というのは大変な時期で、

健康でも色々な悩みを持つのに、病気を抱えながら思春期を迎えた人にとってはさら

に乗り越えるのに困難が伴います。晩期障害の問題、進学や就職で差別されないか、

そして結婚、出産、妊娠が可能かどうか。また産まれてくる子供が果たして健康な子
供か、という不安も常につきまといます。

前述したように、毎年1,500人以上の規模で小児がん経験者が増えています。その

中には晩期障害を抱えている人がかなりいます。当然それに伴って、社会心理的な問

題も出てきます。この人たちをずっと小児科の外来で小児科医が診続けて良いのか、

あるいは20歳になったからといって内科の先生にお願いしたとして、内科の先生が診

てくれるかどうか。また、はたしてそれで患者が満足するかという問題もあります。

以上のようなことを考えた末、平成10年4月、私は長期フォローアップ外来を始め

ました。対象は年齢が一応16歳以上（高校生以上）、治療終了から何年か経ってい

る人ということにしています。開設しているのは小児科外来ではなく、総合診療科の

外来です。総合診療科というのは、今全国の大学で次々に開設されているのですが、

臓器別の専門診療でなく、プライマリーケアーを行う診療科です。

この外来を始めるに当たって、私は病院側の関係するスタッフを集めて話をし、事

の重要さを説明しました。その結果、院長の許可が下りたわけです。外来の体制は、

私を中心として血液内科の先生、不妊の問題で産婦人科の先生、脳腫瘍の患者さんも

いるので脳外科の先生、必要があれば精神科も協力可、そしてソーシャルワーカーと

看護婦、という形です。この体制であれば、晩期障害への対応、社会心理的な問題へ

の支援、そして何か問題が起こった時に他科とスムーズに連携を取ることができます。

私ひとりだったら、いくら頑張ったとしても限界がありますし、内科的な疾患には

対応できません。困ったときに快く速やかに協力してくれる仲間を作る、という事が

とても大切なことだと考えました。

フォローアップ外来の現状

1）対象者

現在58人の通院者がいます。年齢は15歳から37歳で中央値が21歳です。その内の7

人が結婚していますが、結婚しているのは全て女性です。2人が出産しましたが、健
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